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 特集●交通と都市の未来形
 人と人とがつながる “まち”
 コミュニティを育む多世代共生の可能性

エレベーターの製造現場を
 まるっと探検！

 連載●お江戸の楽しい歩き方 第6回　
 柴又・矢切周辺

連載●異国の目から見たニッポン 第3回
 ドイツ連邦共和国
 ベルリン編
 カール・ベンクスさん　

 連載●がんばる地方都市 第13回
 富山県射水市 内川地区
 新連載●コラボで生まれ変わる伝統工芸 第1回
 能作
 ×クラーソン・コイヴィスト・ルーネ
 今回の逸品◉テーブルウェア「TSUBAKI」

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2017年8月31日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.50 に対するご感想をお寄せ
ください。20ページでご紹介した㈱能作の代表作「曲が
る」シリーズから「KAGO ‒スクエア‒M」（サイズ：200
×200×3㎜）を抽選で10名様にお送りします。
本製品は、同社が長年培ってきた鋳造技術をもとに、錫

スズ

100%で製作されました。純度100%の錫は柔らかい
という特徴があり、この製品も、自分の手で引っ張ったり、
曲げたりすることで、かご状に変形することができます。
かご状にしてパンやフルーツのバスケットにしたり、引き
伸ばして逆さにして照明シェードにしたりするなど、自
由なアレンジをお楽しみください。

政府は現在、「生涯活躍のまち」と名づけ
た政策を推進しています。これは、高齢
者が健康なうちから移住し、人生の最期
まで快適に過ごせるコミュニティを指し、
その先駆的モデルとして全国から視察が
相次いでいるのが、石川県金沢市にある
「Share金沢」です。Share 金沢の大き
な特徴は、高齢者、障がい者、学生、子
ども、周辺住民などが“ごちゃ混ぜ”になっ
てつながっていること。さまざまな世代、
立場の人々の関わりを通して化学反応が
生まれている Share金沢から、新しいコ
ミュニティのあり方が見えてきます。

【表紙解説】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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ホ
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に
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育
園
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設
し
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設
や
、

一
般
住
宅
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サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を
混
在
さ
せ
た

集
合
住
宅
な
ど
…
…
。

世
代
間
の
交
流
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た

高
齢
者
施
設
や
集
合
住
宅
が
増
え
て
き
た
。

今
、
な
ぜ
、
こ
う
し
た
施
設
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
か
。

今
回
の
特
集
で
は
、
世
代
や
立
場
が
異
な
る
人
々
が
交
流
す
る

成
功
事
例
を
複
数
紹
介
し
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
多
世
代
共
生
の
可
能
性
を

探
っ
て
み
よ
う
。

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形
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2017年8月31日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.50 に対するご感想をお寄せ
ください。20ページでご紹介した ㈱能作の代表作「曲が
る」シリーズから「KAGO –スクエア– M」（サイズ：200

×200×3㎜）を抽選で10名様にお送りします。
本製品は、同社が長年培ってきた鋳造技術をもとに、錫
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100 %で製作されました。純度100% の錫は柔らかい
という特徴があり、この製品も、自分の手で引っ張ったり、
曲げたりすることで、かご状に変形することができます。
かご状にしてパンやフルーツのバスケットにしたり、引き
伸ばして逆さにして照明シェードにしたりするなど、自
由なアレンジをお楽しみください。

政府は現在、「生涯活躍のまち」と名づけ
た政策を推進しています。これは、高齢
者が健康なうちから移住し、人生の最期
まで快適に過ごせるコミュニティを指し、
その先駆的モデルとして全国から視察が
相次いでいるのが、石川県金沢市にある
「Share金沢」です。Share 金沢の大き
な特徴は、高齢者、障がい者、学生、子
ども、周辺住民などが“ごちゃ混ぜ”になっ
てつながっていること。さまざまな世代、
立場の人々の関わりを通して化学反応が
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障がい者福祉施設を地域に向かって開くことで
住民が集うまちに変えた「Share 金沢」。
“ごちゃ混ぜ” のなかから新しい人と人とのつながりが生まれている。

周辺住民は無料で天然温泉が利用可能。温泉はコミュニケーションの場に
なるとともに、入湯履歴をチェックすることで住民の健康状態も確認できる。

地域住民の直売スペースでは、生産者が自分
でバーコード付き値札を打ち出して野菜など
を販売。売り上げの1割はShare金沢に。

お互いの姿が見えるよう、向かい合わせに建て
られた児童入所施設とサービス付き高齢者向け
住宅。建物間の路地は「すれ違う時に肩が触れ
合う距離感」を意識して設計。

NPO法人ガイア自然学校では、
Share金沢の森や施設をフル活
用して遊びをサポートする放課
後自然教室を共同運営している。
金沢大学の学生もボランティア
で参加。

障がい者福祉施設と温泉を軸とした
“ごちゃ混ぜ”のまち

障
が
い
者
福
祉
施
設
が
出
発
点

　
美
大
生
の
作
品
で
飾
ら
れ
た
駄
菓
子
の

売
店
に
並
ぶ
学
童
保
育
の
子
ど
も
た
ち
。

レ
ジ
を
打
つ
の
は
知
的
障
が
い
を
持
つ
青

年
と
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
高
齢
者
だ
。
２
０
１
４
年

に
石
川
県
金
沢
市
郊
外
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
金
沢
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
が
ご
く
当
た
り
前
に
分
け
隔
て

な
く
活
動
す
る〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
〞の
ま
ち
だ
。

　
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
金
沢
の
運
営
母
体
は
石
川

県
内
で
多
く
の
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
佛
子
園
。
戦
災
孤
児
を
寺
の

本
堂
で
預
か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
知

的
障
が
い
児
の
入
所
施
設
を
１
９
６
０
年

に
開
設
。
障
が
い
者
雇
用
に
も
注
力
し
て

い
て
、
１
９
９
８
年
オ
ー
プ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
日
本
海
倶
楽
部
で
は
知
的
障
が
い
者

が
地
ビ
ー
ル
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
。

　「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
働
く
こ
と

が
地
域
起
こ
し
の
力
に
な
る
」
と
語
る
の

は
佛
子
園
の
雄
谷
良
成
理
事
長
。
そ
の
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
「
卒
園
す
る
子

ど
も
た
ち
の
行
く
末
を
考
え
て
必
然
的
に

増
え
て
い
っ
た
」
と
い
う
。

廃
寺
の
引
き
受
け
が
転
機
に

　
事
業
を〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
〞で
行
い
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
県
南
部
の
小
松
市
に
あ
る

廃
寺「
西さ

い
え
ん
じ

圓
寺
」を
引
き
受
け
た
こ
と
だ
っ

た
。
福
祉
施
設
の
建
設
に
不
安
感
を
持
つ

地
元
住
民
に
対
し
、
雄
谷
氏
は
寺
の
建
物

を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
と
同
時
に
、
地
域
住
民
が
集
ま
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
し
て
改
装
し
た
の
だ
。
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Share金沢
全体図
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　「
地
域
の
人
た
ち
に
障
が
い
者
や
認
知

症
の
人
た
ち
と
関
わ
る
機
会
が
あ
れ
ば
反

対
運
動
は
起
こ
ら
な
い
」
と
語
る
雄
谷
氏

は
、
温
泉
を
掘
り
、
地
域
住
民
が
物
を

売
る
市
を
開
き
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
お
酒

を
飲
ん
だ
り
す
る
場
を
つ
く
っ
た
。
廃
寺

だ
っ
た
西
圓
寺
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、

周
辺
世
帯
数
も
55
か
ら
71
へ
と
増
加
し
た
。

住
民
が
つ
く
る
ま
ち

　
交
流
促
進
を
目
的
と
し
た
仕
掛
け
の
一

つ
に
、
住
民
の
自
発
的
な
活
動
が
あ
る
。

Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
金
沢
に
は
月
30
時
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
条
件
と
し
た
格
安
の
学
生
向

け
賃
貸
物
件
が
あ
る
が
、
何
を
す
る
か
は

学
生
自
身
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　「
我
々
は
あ
く
ま
で
も
黒
子
。
指
示
を

出
す
の
は
簡
単
で
す
が
、
自
分
で
考
え
て

行
う
行
動
は
一
段
レ
ベ
ル
が
高
い
。
そ
こ

で
、
我
々
が
発
言
せ
ず
、
相
手
に
語
ら

せ
る
技
術
も
必
要
で
す
」
と
語
る
雄
谷
氏
。

住
民
主
体
の
〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
〟
に
今
、
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

全天候型グラウンド「S-STADIUM」では、フットサルのほか、
トランポリンや音楽のライブ演奏会なども開催されている。

七夕祭りでは地域の小学生が短冊を持ち込んで飾り
付け。翌日は自主的に掃除を行い、きれいに片付ける。

スタッフからの提案で
始まったアルパカ牧場。
障がい者が飼育を手伝っ
ている。

行善寺では温泉、ウェルネスジム、高齢者施設などが1つ
の建物にまとめられている。

　福祉は今、高齢者福祉、障がい者福祉、児
童福祉が縦割りで行われています。しかし、
障がい者施設の建設が、逆に障がい者の排除
につながるなどの弊害が明らかになり、世界
の福祉先進国は “ごちゃ混ぜ福祉” に向かっ
ています。
　ポイントの一つが “役割” ではなく “機能”
を捉えること。重度の障がいで一見 “役割”
を持っていないように見える人も社会の一員
として機能しているという考え方です。西圓
寺に集まる皆さんは「障がい者や認知症の方
や子どもたちが一緒にいて居心地がいい」と
おっしゃいます。白山市にある「行善寺（ぎ
ょうぜんじ）」のウェルネスジムも、子どもや
障がい者が一緒にトレーニングをします。ダ
ウン症の子に「すごいねー」と話しかけられ
たりするのですが、抜群の利用率です。
　高齢化社会を危惧する声もありますが、僕
は逆に、障がい者や高齢者が社会的にもっと
必要とされるようになる面白い時期だと思っ
ています。元気な高齢者のエネルギーをどう
活かすか、チャンスの時代ではないでしょうか。

建
築
家

武
蔵
野
大
学
工
学
部

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科 

講
師

松
田 

達
氏

（
ま
つ
だ
・
た
つ
）

〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
型
建
築
〟
を

計
画
す
る
難
し
さ

c
o

l
u

m
n

m e s s a g e

　近
代
の
建
築
計
画
は
、
居
住
者
を
そ

れ
ぞ
れ
適
切
な
地
域
に
住
み
分
け
さ
せ
、

複
雑
な
も
の
を
整
理
す
る
「
ゾ
ー
ニ
ン

グ
」
の
考
え
方
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
S
h
a
r
e
金
沢
は

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
複
合
的
に
住
む
こ

と
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
失
わ
れ

て
き
た
〝
気
持
ち
よ
さ
〟
を
取
り
戻
す
、

非
常
に
興
味
深
い
取
り
組
み
だ
と
思
い

ま
す
。

　1
つ
の
建
物
に
複
数
の
機
能
を
配
置

し
た
複
合
型
施
設
は
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
異

な
る
機
能
間
で
の
交
流
を
促
す
〝
ご
ち
ゃ

混
ぜ
型
〟
の
施
設
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
型
建
築
〟
を
計
画

す
る
の
は
か
え
っ
て
難
し
い
ん
で
す
。
可

能
性
が
限
定
さ
れ
や
す
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
手
法
と
違
っ
て
、
機
能
の
組
み
合
わ

せ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の

な
か
で
何
を
選
べ
ば
交
流
が
成
立
す
る

の
か
を
予
測
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で

す
し
、
そ
も
そ
も
偶
然
発
生
す
る
よ
う

な
ハ
プ
ニ
ン
グ
こ
そ
に
面
白
さ
が
あ
り

ま
す
。〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
型
建
築
〟に
は
、「
予

測
で
き
な
い
事
態
を
計
画
す
る
」
と
い
っ

た
矛
盾
し
た
設
計
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　S
h
a
r
e
金
沢
は
、
長
い
間
障
が
い

者
福
祉
を
続
け
て
き
た
経
験
を
も
と
に

軸
足
を
し
っ
か
り
と
据
え
、
福
祉
の
世

界
で
日
常
的
に
起
き
る
出
来
事
を
詳
細

ま
で
想
定
し
た
う
え
で
、
地
域
に
向
か
っ

て
開
い
た
設
計
に
す
る
こ
と
で
〝
ご
ち
ゃ

混
ぜ
〟
に
成
功
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

社会福祉法人佛子園 理事長

雄谷 良成氏
（おおや・りょうせい）

“ごちゃ混ぜ” が生む
 居心地のよさ

若松共同売店はShare金沢に住む高齢者や学生がオーナー。
学童保育のおやつの時間には駄菓子コーナーが子どもたち
でいっぱいに。
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障がい者福祉施設を地域に向かって開くことで
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住宅。建物間の路地は「すれ違う時に肩が触れ
合う距離感」を意識して設計。

NPO法人ガイア自然学校では、
Share金沢の森や施設をフル活
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点

　
美
大
生
の
作
品
で
飾
ら
れ
た
駄
菓
子
の

売
店
に
並
ぶ
学
童
保
育
の
子
ど
も
た
ち
。

レ
ジ
を
打
つ
の
は
知
的
障
が
い
を
持
つ
青

年
と
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
高
齢
者
だ
。
２
０
１
４
年

に
石
川
県
金
沢
市
郊
外
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
金
沢
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
が
ご
く
当
た
り
前
に
分
け
隔
て

な
く
活
動
す
る〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
〟の
ま
ち
だ
。

　
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
金
沢
の
運
営
母
体
は
石
川

県
内
で
多
く
の
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
佛
子
園
。
戦
災
孤
児
を
寺
の

本
堂
で
預
か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
知

的
障
が
い
児
の
入
所
施
設
を
１
９
６
０
年

に
開
設
。
障
が
い
者
雇
用
に
も
注
力
し
て

い
て
、
１
９
９
８
年
オ
ー
プ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
日
本
海
倶
楽
部
で
は
知
的
障
が
い
者

が
地
ビ
ー
ル
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
。

　「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
働
く
こ
と

が
地
域
起
こ
し
の
力
に
な
る
」
と
語
る
の

は
佛
子
園
の
雄
谷
良
成
理
事
長
。
そ
の
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
「
卒
園
す
る
子

ど
も
た
ち
の
行
く
末
を
考
え
て
必
然
的
に

増
え
て
い
っ
た
」
と
い
う
。

廃
寺
の
引
き
受
け
が
転
機
に

　
事
業
を〝
ご
ち
ゃ
混
ぜ
〟で
行
い
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
県
南
部
の
小
松
市
に
あ
る

廃
寺「
西さ

い
え
ん
じ

圓
寺
」を
引
き
受
け
た
こ
と
だ
っ

た
。
福
祉
施
設
の
建
設
に
不
安
感
を
持
つ

地
元
住
民
に
対
し
、
雄
谷
氏
は
寺
の
建
物

を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
と
同
時
に
、
地
域
住
民
が
集
ま
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
と
し
て
改
装
し
た
の
だ
。
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Share金沢
全体図



高齢者は子どもとの触れ合いで活力を取り戻し、
子どもは高齢者との触れ合いで社会性を身につける。
「文京ひかりの里」はそうした一挙両得を狙った施設だ。

相互交流を通して
高齢者も子どもも元気いっぱい

桑
名
で
始
め
た
幼
老
複
合
施
設

　「
そ
れ
ま
で
一
方
的
に
お
世
話
を
さ
れ

る
立
場
だ
っ
た
認
知
症
の
高
齢
者
が
、
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
表
情
が
生

き
生
き
と
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
」
と
語

る
の
は
、
事
業
所
内
保
育
所
を
併
設
し
た

東
京
都
文
京
区
の
幼
老
複
合
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
文
京
ひ
か
り
の
里
」
の
多
湖
光

宗
理
事
長
だ
。

　「
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
村
１
つ
が
必

要
だ
と
い
う
外
国
の
諺

こ
と
わ
ざが

あ
り
ま
す
。
専

門
家
が
同
じ
年
齢
層
を
ま
と
め
て
育
て
る

の
は
効
率
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
社
会
的
な
人
材
が
育
つ
か
ど
う
か
は
疑

問
で
す
」
と
語
る
多
湖
氏
は
、
ま
ず
、
郷

里
の
三
重
県
桑
名
市
に
「
ひ
か
り
の
里
」

を
開
き
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
学
童
保
育

を
組
み
合
わ
せ
る
試
み
を
始
め
た
。

　
当
初
、
学
童
保
育
に
通
う
児
童
の
な
か

に
は
、
宿
題
を
し
な
い
子
ど
も
も
い
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
子
ど
も
が
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
高
齢
者
か
ら
、
時
に
叱
ら
れ
な

が
ら
勉
強
を
教
わ
る
う
ち
に
好
き
な
科
目

が
見
つ
か
り
、
テ
ス
ト
で
満
点
を
取
る
と

い
う
う
れ
し
い
出
来
事
も
起
き
た
。

高
齢
者
の
活
力
源
は

子
ど
も
の
歓
声

　
２
０
１
１
年
６
月
、
多
湖
氏
は
学
生
時

代
か
ら
勤
務
医
時
代
を
過
ご
し
た
文
京
区

が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
公
募
し
て
い
る
こ

と
を
聞
く
。
公
募
締
切
ま
で
２
カ
月
を

切
っ
て
い
た
た
め
、
土
地
は
現
地
確
認
も

そ
こ
そ
こ
に
現
金
で
購
入
し
、
大
急
ぎ
で

申
請
図
面
を
作
成
し
た
。

　
２
階
に
併
設
さ
れ
た
保
育
所
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
仕
切
り
扉
を
開
放
す

る
と
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
運
動
会
や
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
る
姿
を
見
て
も

ら
っ
た
り
と
い
っ
た
交
流
も
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
も
子
ど
も
た
ち
を
見
な
が
ら
昔

を
思
い
出
し
、「
自
分
の
子
育
て
は
こ
う

だ
っ
た
」「
こ
の
く
ら
い
の
歳
の
子
は
こ

れ
が
心
配
」
と
話
が
広
が
っ
て
い
く
。

　
職
員
は
子
ど
も
と
高
齢
者
の
両
方
を
理

解
し
て
つ
な
げ
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
う
た
め
、
文
京
ひ
か
り
の
里
で
は
、
保

育
士
と
介
護
福
祉
士
の
両
方
の
資
格
を
持

つ
人
が
多
い
。
管
理
者
の
伊
藤
和
秀
氏
も

「
両
方
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
現
場
で

の
見
方
も
変
わ
り
ま
す
。
今
後
、
う
ち
の

よ
う
な
施
設
は
増
え
ま
す
か
ら
、
学
生
さ

ん
は
介
護
と
保
育
、
両
方
の
資
格
を
取
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
人
生
の
達
人
で
あ
る
高
齢
者
と
遊
び
の

天
才
で
あ
る
子
ど
も
が
交
流
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
取
り
組
み
の
今
後
に
期
待

し
た
い
。

文京
ひかりの里

グループホーム個室のベ
ランダは、いざという
時にそのまま降下でき
るレスキューベランダに
なっているが、避難器具
と認められなかったた
め、別に避難ハッチも設
けられている。

屋上菜園は、車いすに乗ったまま水やりなどができる高さに
つくられている。レモンや山椒、キュウリなどのほか、認知
症によいとされる赤ワイン用のブドウ（カベルネソーヴィニヨン）
も植えられている。

文京ひかりの里の管理者・
伊藤和秀氏は娘さんを事業
所内保育所に預けている。

取り組みの原点となった
三重県桑名市の「ひかりの里」。   
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高齢者の散歩を地域の見回りに活用しようとひかりの里
で始まった防犯パトロール。

　高齢者向け施設と子ども向け施設を 1 つ
にまとめる試みは全国 500カ所以上で進め
られていますが、その大半はコスト削減が目
的で、積極的な交流はほとんど行われていま
せん。障害となっているのは自治体の縦割り
行政です。
　文京ひかりの里でも、高齢者と子どもの入
口を分けることや、避難経路も別に確保する
こと、スタッフを共有してはいけないことな
どの指導がありました。内閣府は「共生社会
の実現」などの方向性を打ち出していますが、
地方自治体は一部を除いて遅れているように
感じます。
　状況を変えるには選挙などを通して行政を
変えなければいけません。そのためにも共生
の有効性を広く知らせていきたいです。高齢
者への効果は示せたので、今後は高齢者と交
流した子どもたちがより社会性のある人材に
育つのか、しっかり見守っていきたいですね。

建
築
家

一
級
建
築
士
事
務
所
t
e
c
o
共
宰

金
野 

千
恵
氏

（
こ
ん
の
・
ち
え
）

建
築
家

一
級
建
築
士
事
務
所
t
e
c
o
共
宰

ア
リ
ソ
ン 

理
恵
氏

（
あ
り
そ
ん
・
り
え
）

「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
へ

向
け
て
開
い
た
高
齢
者
施
設

社会福祉法人自立共生会 理事長
ウエルネス医療クリニック 院長

多湖 光宗氏
（たこ・みつむね）

共生社会の実現には
縦割り行政の改革が必要

保育所とグループホームを仕切る扉は、締め切ることも
完全に開放することもできるようにつくられている。

グループホームの調理場。入居者が料理に
対するアドバイスをくれることも。

高齢者と子どもの触れ合いは
日常的に行われている。

　
高
齢
者
施
設
は
ど
う
し
て
も
閉
鎖
的
な
空
間
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
そ
う
し
た
空
間
で
は
利
用
者
も
職
員
も
内
側
に
閉

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
埼
玉
県
吉
川
市
の
訪
問
介
護
事
業
者
オ

フ
ィ
ス
「
地
域
ケ
ア
よ
し
か
わ
」
は
、「
地
域
に
開
い
た
空

間
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
事
業
者
の
要
望
に
応
え
て
、

入
口
部
分
を
少
し
内
部
側
へ
引
き
、
内
と
外
の
両
側
に
人
が

座
れ
る
ベ
ン
チ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
高
齢
者
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
に
な
る
と
想
定
し
て
い

た
の
で
す
が
、
目
を
つ
け
た
の
は
意
外
に
も
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。「
何
が
で
き
る
の
？
　
カ
フ
ェ
？
」
と
バ
ン
バ
ン
入
っ

て
き
て
集
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
夜
ま
で

残
っ
て
１
人
で
夕
食
や
お
菓
子
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
が
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
民
生
委
員
さ
ん
が
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
食
堂
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
は
週
3
日
食
堂
が

開
か
れ
、
子
育
て
マ
マ
さ
ん
や
障
が
い
者
、
近
隣
の
高
齢
者

の
方
も
集
ま
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
開
放
性
」
と
と
も

に
「
食
」
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
東
京
都
品
川
区
に
計
画
中
の
「
幼
・
老
・
食
の
堂
」
で
は
、

高
齢
者
施
設
と
保
育
所
を
つ
な
ぐ
1
階
中
央
部
に
、
地
域
の

方
も
利
用
で
き
る
食
堂
を
配
置
し
ま
し
た
。
外
階
段
を
登
れ

ば
、
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
ま
ち
の
菜
園
も
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
の
機
能
の
た
め

に
建
物
を
建
て
る
時
代

は
終
わ
り
を
迎
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
開
放

性
を
保
ち
、
高
齢
者
と

子
ど
も
と
地
域
の
方
が

共
生
で
き
る
魅
力
的
な

空
間
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「幼・老・食の堂」は、地域の食堂を
取り巻くように空間が “ごちゃ混ぜ” に
配置されている。

２カ月に 1度くらいのペースで交流会が行われ
ている。高齢者は子どもたち以上にノリノリで
楽しんでいるという。
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高齢者は子どもとの触れ合いで活力を取り戻し、
子どもは高齢者との触れ合いで社会性を身につける。
「文京ひかりの里」はそうした一挙両得を狙った施設だ。

相互交流を通して
高齢者も子どもも元気いっぱい

桑
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で
始
め
た
幼
老
複
合
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だ
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認
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触
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う
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で
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と
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く
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で
す
」
と
語

る
の
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、
事
業
所
内
保
育
所
を
併
設
し
た

東
京
都
文
京
区
の
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複
合
型
グ
ル
ー
プ

ホ
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「
文
京
ひ
か
り
の
里
」
の
多
湖
光

宗
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事
長
だ
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は
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必
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と
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ま
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層
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ま
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て
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は
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か
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ま
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な
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が
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、
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プ
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と
学
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保
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を
組
み
合
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る
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み
を
始
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た
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当
初
、
学
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保
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に
通
う
児
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の
な
か

に
は
、
宿
題
を
し
な
い
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ど
も
も
い
た
。
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し
、
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な
子
ど
も
が
グ
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プ

ホ
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の
高
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者
か
ら
、
時
に
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れ
な

が
ら
勉
強
を
教
わ
る
う
ち
に
好
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な
科
目

が
見
つ
か
り
、
テ
ス
ト
で
満
点
を
取
る
と

い
う
う
れ
し
い
出
来
事
も
起
き
た
。

高
齢
者
の
活
力
源
は

子
ど
も
の
歓
声
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１
１
年
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、
多
湖
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時
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ご
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と
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く
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も
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と
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た
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も
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的
に
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わ
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る
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高
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も
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ど
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た
ち
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が
ら
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思
い
出
し
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分
の
子
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た
」「
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の
く
ら
い
の
歳
の
子
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れ
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心
配
」
と
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い
く
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職
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は
子
ど
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と
高
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者
の
両
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を
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解
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げ
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と
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う
重
要
な
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た
め
、
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で
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方
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が
多
い
。
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の
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秀
氏
も

「
両
方
の
こ
と
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と
現
場
で

の
見
方
も
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り
ま
す
。
今
後
、
う
ち
の

よ
う
な
施
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え
ま
す
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ら
、
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護
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保
育
、
両
方
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資
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と
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思
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ま
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の
達
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高
齢
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天
才
で
あ
る
子
ど
も
が
交
流
す
る
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
取
り
組
み
の
今
後
に
期
待

し
た
い
。

文京
ひかりの里

グループホーム個室のベ
ラ ン ダ は 、 い ざ と い う
時 に そ の ま ま 降 下 で き
るレスキューベランダに
なっているが、避難器具
と 認 め ら れ な か っ た た
め、別に避難ハッチも設
けられている。

屋上菜園は、車いすに乗ったまま水やりなどができる高さに
つくられている。レモンや山椒、キュウリなどのほか、認知
症によいとされる赤ワイン用のブドウ（カベルネソーヴィニヨン）
も植えられている。

文京ひかりの里の管理者・
伊藤和秀氏は娘さんを事業
所内保育所に預けている。

取り組みの原点となった
三重県桑名市の「ひかりの里」。   

ぱぱ



地
域
活
動
は

義
務
で
は
な
く
権
利

　
東
京
都
文
京
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
街
ｉ
ｎ
ｇ
本
郷
が
運
営

す
る
「
書
生
生
活
」
は
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
に
興

味
の
あ
る
学
生
に
低
家
賃
の

木
造
ア
パ
ー
ト
を
提
供
す
る

取
り
組
み
だ
。
減
少
傾
向
に

あ
る
地
域
の
担
い
手
を
補
う

こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
あ
る
。

　
書
生
生
活
は
単
な
る
低
家

賃
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
な

い
。
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
希

望
す
る
学
生
を
地
域
商
店
会

と
つ
な
ぎ
、
活
動
報
告
会
な

ど
も
開
催
し
て
い
る
。

　
代
表
理
事
の
長
谷
川
大
氏

は
「
書
生
生
活
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
義
務
で
は
な
く
、

『
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る

権
利
』
が
付
い
た
住
ま
い
で

す
」
と
語
る
。

　
学
生
は
「
本
来
、
町
会
の

枠
に
入
っ
て
い
な
い
学
生
が

『
町
の
人
』
と
し
て
見
て
も

ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
、

餅
つ
き
や
お
祭
り
な
ど
従
来

の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
運
営

側
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。  

街 ing 本郷の副代表理事を務める和菓子屋店主・
栗田洋氏の店先で。学生はすっかり地域に溶け込
んでいる。 元書生の西牟田章士さん

（都市工学専攻）

学生プロジェクトを
後押しする地域商店会

学生のまちに目立つようになった空きアパートと
地域活動に興味がある学生をつなぐＮＰＯ法人街 ing（まっちんぐ）
本郷。地域住民と学生をつなぐ活動に、今、注目が集まっている。

共同トイレの昔ながらのアパートだ
が、「活動の権利」が付加価値となり、
今は学生がひっきりなしに入居する。現役書生の山部翔太郎さん

（森林科学専攻）

「
活
動
す
れ
ば
安
く
住
め
る

ん
で
し
ょ
？
」
で
は
な
く

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た

い
」
と
い
う
学
生
に
入
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

街 ing 本郷は高齢者と学生が同居
するプロジェクトも進めており、
両者が出会い、仲良くなるイベン
トを繰り返し開催している。

元書生の野呂岳史さん
（都市工学専攻）

本
郷
の
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を

一
か
ら
つ
く
っ
た
の
が

面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

農
学
部
な
ら
で
は
の

視
点
で
地
域
活
動
を

し
て
み
た
い
で
す
。

京
都
大
学

こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授

内
田 

由
紀
子
氏

（
う
ち
だ
・
ゆ
き
こ
）

同
一
世
代
交
流
と
多
世
代
交
流
を

う
ま
く
ブ
レ
ン
ド
す
る
の
が
重
要

c
o

l
u

m
n

個
人
の
幸
せ
か
ら
地
域
の
幸
せ
へ

　今
、「
幸
福
」
に
関
す
る
研
究
の
多
く
は
、

個
人
の
幸
福
感
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
平

均
を
と
る
と
い
っ
た
比
較
的
単
純
な
形
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
研
究
も
重
要

な
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
加
え
て
、

「
地
域
全
体
の
幸
福
」
を
測
定
し
、
地
域
の

現
状
と
の
因
果
関
係
ま
で
含
め
て
検
討
す
る

研
究
を
2
0
1
5
年
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　「地
域
」
の
単
位
は
、
県
や
市
と
い
っ
た

大
き
な
く
く
り
で
は
な
く
、
農
山
村
地
域
で

は
集
落
、
都
市
部
で
は
小
学
校
区
で
す
。
そ

こ
で
集
落
内
部
で
の
挨
拶
の
頻
度
の
ほ
か
、

隣
の
集
落
と
の
関
係
、
移
住
者
な
ど
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
つ
な
が
り
を
丁
寧
に
測
定
し

て
い
ま
す
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
時
に
は
「
幸
せ

な
ま
ち
は
排
他
的
で
は
な
い
か
？

　ま
ち

が
結
束
し
て
い
る
と
、
移
住
者
が
入
り
に
く

い
の
で
は
？
」
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
5
0
0
を
超
え
る
日
本
の
農
村
で

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
結
束
力
の
高
い
地

域
ほ
ど
移
住
者
を
歓
迎
す
る
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
に
愛
着
が
あ
り
、
住

民
が
信
頼
し
合
っ
て
い
る
ま
ち
ほ
ど
開
放
性

が
高
い
の
で
す
。
地
域
に
つ
な
が
り
が
あ
る

と
、
外
部
を
巻
き
込
み
な
が
ら
地
域
に
積
極

的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　本郷はもともと学生のまちだったのですが、最近は空きアパー
トも増えてきました。その活用方法について、学生から提案を
受けて始まったのが書生生活ですが、あくまでも活動するのは
学生で、彼らが動きやすい環境をつくるのが我々の仕事です。
　そのためには、複数の町会や商店会を横につなげる組織が必
要です。街ing 本郷は、町会と違って誰でも入れるNPO法人
なので、学生だけではなく社会人も巻き込みながら、地域の担
い手を増やす活動を続けています。

NPO法人街ing本郷
代表理事
有限会社魚よし商店
代表取締役

長谷川 大氏
（はせがわ・だい）

町会の枠を超えた
学生支援を

m e s s a g e
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木
賃
ア
パ
ー
ト
を
資
源
に

　「
都
市
部
を
中
心
に
、
活
用

さ
れ
て
い
な
い
木
賃
ア
パ
ー

ト
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
ア
パ
ー
ト

と
ま
ち
の
関
係
性
を
調
整
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
語
る
の
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
モ
ク
チ
ン
企
画
の

連
勇
太
朗
氏
。
２
０
０
９
年

に
「
自
分
た
ち
も
住
み
た
く

な
る
住
ま
い
を
つ
く
ろ
う
」

と
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
、
改
修
メ
ニ
ュ
ー
を
レ
シ

ピ
化
し
た
「
モ
ク
チ
ン
レ
シ

ピ
」
を
開
発
し
た
。
改
修
で

生
ま
れ
る
開
放
的
な
空
間
は
、

住
人
同
士
が
自
然
に
挨
拶
を

す
る
と
い
っ
た
、
ほ
ど
よ
い
関

係
性
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　
モ
ク
チ
ン
企
画
は
神
奈
川

県
相
模
原
市
の
不
動
産
会
社

が
運
営
す
る
入
居
者
向
け
食

堂
「
ト
ー
コ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

の
デ
ザ
イ
ン
も
担
当
し
て
い

る
。
入
居
者
が
持
つ
カ
ー
ド

キ
ー
で
開
く
ト
ー
コ
ー
キ
ッ

チ
ン
は
「
同
じ
不
動
産
会
社

の
顧
客
」
と
い
う
緩
い
つ
な

が
り
が
生
み
出
す
居
心
地
の

よ
さ
が
好
評
だ
。

朝食100円、昼夜の定食が500円と
いうトーコーキッチンの食事を目当
てに、物件探しをする人も多い。

木賃アパートの改修で
人々が集まる魅力的なまちに
ＮＰＯ法人モクチン企画は、木造賃貸（木賃）アパートを
魅力的な空間に改修する「モクチンレシピ」を展開中。
地域に緩いつながりをつくり出す原動力となっている。　

「チーム 銀色 」などの
レ シ ピ を 適 用 し た 改
修例。ターゲットを定
めず改修を行うため、
結 果 的 に い ろ い ろ な
世代が入居する。

モクチン
レシピ

つ
な
が
り
づ
く
り
に
は

〝
言
い
訳
〟
が
必
要

　こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
つ
く
る
に
は
、
買

い
物
や
抽
選
会
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
掛

け
が
必
要
で
す
。「
集
ま
り
ま
し
ょ
う
」
と

言
う
だ
け
で
は
人
は
来
ま
せ
ん
。
今
回
調
査

を
行
っ
た
京
都
府
京
丹
後
市
の
「
つ
ね
よ
し

百
貨
店
」
に
は
、
店
の
な
か
に
コ
マ
回
し
を

す
る
よ
う
な
遊
び
場
が
あ
り
ま
す
。「
買
い

物
す
る
」
と
い
う
〝
言
い
訳
〟
も
で
き
る
か

ら
人
が
集
ま
り
や
す
い
。
そ
れ
に
よ
り
高
齢

者
が
子
ど
も
に
コ
マ
回
し
を
教
え
る
よ
う
な

世
代
間
交
流
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　子
ど
も
も
世
代
間
交
流
の
ト
リ
ガ
ー
の
一

つ
で
す
。
子
ど
も
が
多
い
と
「
み
ん
な
で
守

ろ
う
」
と
い
う
意
識
が
働
き
、
高
齢
者
も
活

動
に
入
っ
て
き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
学

校
が
定
年
退
職
し
た
方
に
腕
章
を
配
り
、
子

ど
も
た
ち
の
宿
題
を
み
て
も
ら
う
制
度
を
用

意
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　ま
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
巻
き
込
ん
だ

多
様
性
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ユ
ニ
ー
ク

な
試
み
を
行
う
た
め
に
は
、
同
じ
年
齢
層
な

ど
共
通
性
が
あ
る
人
だ
け
と
い
っ
た
、
同
じ

年
齢
層
の
人
た
ち
だ
け
が
集
ま
る
場
も
重
要

で
す
。
同
一
世
代
交
流
、
多
世
代
交
流
の
両

方
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つねよし百貨店は、子どもから高齢者まで
笑顔が集まる場所になっている。

　「モクチンレシピ」には「くりぬき土間」というメ
ニューがあります。共有廊下から壁を１段下げるので
すが、不思議なことに廊下から距離があると開口部
を開けても気にならないんです。閉鎖的だった木賃ア
パートが、光や風が入るようになるだけではなく、住
人の生活が感じられるほどよい距離感がつくられます。
　木賃アパートの魅力を高めるとともに、さりげない
コミュニケーションが可能な場をつくっていきたいで
すね。

NPO法人モクチン企画
代表理事
慶應義塾大学大学院SFC
特任助教

連 勇太朗氏
（むらじ・ゆうたろう）

開放的な空間がつくる
ほどよい距離感

m e s s a g e

数 千 円 で で き る お
手 軽 な も の か ら 、
耐震壁などアパート
1棟まるまる改修す
る 数 千 万 円 の も の
まで、レシピはさま
ざま。
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者
な
ど
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
つ
な
が
り
を
丁
寧
に
測
定
し

て
い
ま
す
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
時
に
は
「
幸
せ

な
ま
ち
は
排
他
的
で
は
な
い
か
？

　ま
ち

が
結
束
し
て
い
る
と
、
移
住
者
が
入
り
に
く

い
の
で
は
？
」
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
5
0
0
を
超
え
る
日
本
の
農
村
で

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
結
束
力
の
高
い
地

域
ほ
ど
移
住
者
を
歓
迎
す
る
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
に
愛
着
が
あ
り
、
住

民
が
信
頼
し
合
っ
て
い
る
ま
ち
ほ
ど
開
放
性

が
高
い
の
で
す
。
地
域
に
つ
な
が
り
が
あ
る

と
、
外
部
を
巻
き
込
み
な
が
ら
地
域
に
積
極

的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　本郷はもともと学生のまちだったのですが、最近は空きアパー
トも増えてきました。その活用方法について、学生から提案を
受けて始まったのが書生生活ですが、あくまでも活動するのは
学生で、彼らが動きやすい環境をつくるのが我々の仕事です。
　そのためには、複数の町会や商店会を横につなげる組織が必
要です。街ing 本郷は、町会と違って誰でも入れる NPO 法人
なので、学生だけではなく社会人も巻き込みながら、地域の担
い手を増やす活動を続けています。

NPO法人街ing 本郷
代表理事
有限会社魚よし商店
代表取締役

長谷川 大氏
（はせがわ・だい）

町会の枠を超えた
学生支援を

m e s s a g e

会



府
中
の
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

　
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
で
は
、

工
場
や
事
業
所
ビ
ル
、
大
規
模
ス
ト

ア
、住
宅
団
地
な
ど
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
必
要
と
す
る
建
築
が
次
々
と
登
場

し
、
そ
の
需
要
は
急
激
に
拡
大
し
た
。

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
東
芝
で
は
、

１
９
６
４
年
３
月
、
鉄
道
車
両
の
開

発
・
製
造
を
担
っ
て
い
た
府
中
工
場

車
両
部
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
製
作
の

具
体
的
検
討
を
開
始
。
こ
れ
が
自
社

技
術
を
集
合
さ
せ
た
東
芝
の
昇
降
機

事
業
の
出
発
点
と
な
り
、
１
９
６
６

年
９
月
、
府
中
工
場
に
昇
降
機
部
が

発
足
し
た
。 

　
そ
れ
以
来
東
芝
は
、
新
宿
三
井
ビ

ル
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
、
ア
ー
ク
ヒ

ル
ズ
な
ど
、
時
代
を
画
す
る
建
築
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入
し
て
き
た
。

21
世
紀
に
入
る
と
そ
の
実
績
は
さ
ら

に
拡
大
し
、
国
内
初
の
屋
外
形
展
望

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
世
界
最
高
速
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（
納
入
当
時
）
な
ど
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
半
世
紀
の
歴
史
の
な
か
で
、
東
芝

は
日
本
初
・
世
界
初
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
い
く
つ
も
生
み
出
し
て
き
た
。

そ
の
ベ
ー
ス
は
常
に
府
中
工
場
に

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

技
能
と
技
術
の
両
輪

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
本
来
、
設
置
さ

れ
る
建
築
に
応
じ
て
、
求
め
ら
れ
る

仕
様
が
異
な
る
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
型
商
品
だ
。
た
と
え
規
格
形

モ
デ
ル
で
あ
っ
て
も
、
細
部
に
相
違

が
あ
る
の
は
当
然
で
、
単
純
な
自
動

化
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
多
品
目
少
量
生

産
品
と
も
言
え
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

製
造
に
は
、
熟
練
技
能
者
の
技
が
欠

か
せ
な
い
時
代
が
長
く
続
い
て
き
た
。

そ
の
膨
大
な
技
能
的
蓄
積
こ
そ
府
中

工
場
の
大
き
な
財
産
と
言
え
る
。
し

か
し
、
そ
ん
な
技
能
者
に
よ
る
〝
手

づ
く
り
〞
工
業
品
製
造
に
関
し
、
技

術
力
を
駆
使
す
る
こ
と
で
徐
々
に
自

動
化
の
割
合
を
高
め
て
き
た
の
も
ま

た
、
府
中
の
歴
史
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
今
日
で
は
、
現
場
で
磨

か
れ
て
き
た
技
能
者
の
〝
匠
の
技
〞

と
、
進
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取

り
込
む
技
術
者
に
よ
る〝
技
術
革
新
〞

が
ち
ょ
う
ど
両
輪
の
よ
う
に
相
互
に

連
携
し
、
今
日
の
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

主
に
鉄
道
関
連
製
品
、
産
業
用
機
器
な
ど
の
開
発
・
製
造
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
う
東
芝
・
府
中
事
業
所
。
モ
ー
タ
ー
や
レ
ー
ル
な
ど
、
鉄
道
の
機
械
構
造
技
術
、

電
気
制
御
技
術
な
ど
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
基
礎
技
術
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
た

め
、
東
芝
の
昇
降
機
事
業
は
約
半
世
紀
前
、
東
芝
・
府
中
工
場（
現
在
の
府
中
事
業
所
）

で
産
声
を
上
げ
た
。
今
回
は
、
事
業
所
内
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
製
造
現
場

（
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
府
中
工
場
）を
取
材
し
、
安
全
・
安
心
・
快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
づ
く

り
に
携
わ
る
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
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人
間
の
感
覚
は
時
に
測
定
器
の
精
度

を
超
え
る
こ
と
が
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
乗
り
心
地
は
高
精
度
の
加
工

設
備
と
技
能
者
の
感
覚
に
支
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

　「
乗
り
心
地
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
る
部
分
は
、
通
常
、
目
に
見
え
ま

せ
ん
。
お
客
様
が
乗
ら
れ
る
か
ご
室
の

外
に
あ
る
レ
ー
ル
や
巻
上
機
の
精
度

に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
だ
か
ら
で
す
」

　
そ
う
説
明
す
る
の
は
製
造
課
の
千
葉

健
資
。
10
年
以
上
の
製
造
経
験
を
持

つ
中
堅
技
能
者
で
あ
る
。

　「
私
が
担
当
す
る
巻
上
機
は
、
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

換
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
昇
降
さ
せ
る

最
重
要
装
置
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、

そ
の
機
械
的
精
度
が
そ
の
ま
ま
乗
ら
れ

る
方
の
感
じ
る
〝
乗
り
心
地
〟
に
直
結

す
る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
き
っ
と
ど
こ
か
で
、
私
が

手
が
け
た
巻
上
機
の
動
き
を
知
っ
て
く

だ
さ
る
の
だ
と
い
う
気
持
ち
で
日
々
作

業
し
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
動

き
の
滑
ら
か
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
え
れ

ば
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
」

巻
上
機
の
精
度
を

支
え
る
技
と
技
術	

1
0
0
0
分
の
1㎜
単
位
の

誤
差
で
あ
っ
て
も
実
際
の

乗
り
心
地
へ
の
影
響
は
無

視
で
き
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
の

視
線
に
も
真
剣
さ
が
に
じ
む
。

最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
、
製
品
を
加

工
機
か
ら
取
り
外
し
、
次
の
組
立
工

程
へ
送
り
出
す
。
手
慣
れ
た
作
業

ひ
と
つ
に
も
気
持
ち
を
込
め
る
。

検
査
・
塗
装
が
済
ま

さ
れ
、
万
全
の
状
態

で
据
付
現
場
へ
の
出

荷
を
待
つ
巻
上
機
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
構
造
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
実
際
に
は
個
々
で
異
な
っ
て
見
え
る
。

そ
れ
は
、
目
に
触
れ
る
部
分
の
意
匠
に
個
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
例
え
ば
、
か
ご
室
の
側
板
、
天
井
、
扉
な
ど
は
、
鉄
板
を
加
工
・
溶
接
・
組
み
合
わ

せ
て
つ
く
ら
れ
る
。
直
接
乗
客
が
目
に
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
そ
の
精
巧
な
仕
上

が
り
に
こ
そ
〝
技
能
の
匠
〟
で
し
か
な
し
え
な
い
技
が
光
る
の
だ
。

お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
心
地
よ
さ
を
演
出

c
o
l
u
m

n

乗り場操作盤とホールランタン
エレベーターを使用する際にあまり意識されないが、必ず目に触れる
部分なので、大きさや形の異なるラインアップを揃えている。

側板パネル
かご室内の大部分を覆うので、乗った時の印象を大きく左右する。
標準形でもさまざまなパターンや色のなかから選んでいただくこと
ができる。

技 能 者 の

現 場 　　

製造部 製造課

千葉 健資
ちば・たけし

2006年入社

巻上機

制御装置

ローラーガイド

かご

ロープ

釣り合いおもり

エレベーターの構造
府中工場では主に、かご、ガイドレール、
巻上機の製造を行っている。

ガイドレール
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度
経
済
成
長
期
の
日
本
で
は
、

工
場
や
事
業
所
ビ
ル
、
大
規
模
ス
ト

ア
、住
宅
団
地
な
ど
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
必
要
と
す
る
建
築
が
次
々
と
登
場

し
、
そ
の
需
要
は
急
激
に
拡
大
し
た
。

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
東
芝
で
は
、

１
９
６
４
年
３
月
、
鉄
道
車
両
の
開

発
・
製
造
を
担
っ
て
い
た
府
中
工
場

車
両
部
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
製
作
の

具
体
的
検
討
を
開
始
。
こ
れ
が
自
社

技
術
を
集
合
さ
せ
た
東
芝
の
昇
降
機

事
業
の
出
発
点
と
な
り
、
１
９
６
６

年
９
月
、
府
中
工
場
に
昇
降
機
部
が

発
足
し
た
。 

　
そ
れ
以
来
東
芝
は
、
新
宿
三
井
ビ

ル
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
、
ア
ー
ク
ヒ

ル
ズ
な
ど
、
時
代
を
画
す
る
建
築
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
納
入
し
て
き
た
。

21
世
紀
に
入
る
と
そ
の
実
績
は
さ
ら

に
拡
大
し
、
国
内
初
の
屋
外
形
展
望

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
世
界
最
高
速
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（
納
入
当
時
）
な
ど
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
半
世
紀
の
歴
史
の
な
か
で
、
東
芝

は
日
本
初
・
世
界
初
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
い
く
つ
も
生
み
出
し
て
き
た
。

そ
の
ベ
ー
ス
は
常
に
府
中
工
場
に

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

技
能
と
技
術
の
両
輪

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
本
来
、
設
置
さ

れ
る
建
築
に
応
じ
て
、
求
め
ら
れ
る

仕
様
が
異
な
る
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
型
商
品
だ
。
た
と
え
規
格
形

モ
デ
ル
で
あ
っ
て
も
、
細
部
に
相
違

が
あ
る
の
は
当
然
で
、
単
純
な
自
動

化
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
多
品
目
少
量
生

産
品
と
も
言
え
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

製
造
に
は
、
熟
練
技
能
者
の
技
が
欠

か
せ
な
い
時
代
が
長
く
続
い
て
き
た
。

そ
の
膨
大
な
技
能
的
蓄
積
こ
そ
府
中

工
場
の
大
き
な
財
産
と
言
え
る
。
し

か
し
、
そ
ん
な
技
能
者
に
よ
る
〝
手

づ
く
り
〟
工
業
品
製
造
に
関
し
、
技

術
力
を
駆
使
す
る
こ
と
で
徐
々
に
自

動
化
の
割
合
を
高
め
て
き
た
の
も
ま

た
、
府
中
の
歴
史
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
今
日
で
は
、
現
場
で
磨

か
れ
て
き
た
技
能
者
の
〝
匠
の
技
〟

と
、
進
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取

り
込
む
技
術
者
に
よ
る〝
技
術
革
新
〟

が
ち
ょ
う
ど
両
輪
の
よ
う
に
相
互
に

連
携
し
、
今
日
の
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。	

主
に
鉄
道
関
連
製
品
、
産
業
用
機
器
な
ど
の
開
発
・
製
造
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
う
東
芝
・
府
中
事
業
所
。
モ
ー
タ
ー
や
レ
ー
ル
な
ど
、
鉄
道
の
機
械
構
造
技
術
、

電
気
制
御
技
術
な
ど
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
基
礎
技
術
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
た

め
、
東
芝
の
昇
降
機
事
業
は
約
半
世
紀
前
、
東
芝
・
府
中
工
場（
現
在
の
府
中
事
業
所
）

で
産
声
を
上
げ
た
。
今
回
は
、
事
業
所
内
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
製
造
現
場

（
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
府
中
工
場
）を
取
材
し
、
安
全
・
安
心
・
快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
づ
く

り
に
携
わ
る
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。



　
府
中
工
場
で
は
、
現
在
、
最

新
の
技
術
を
投
入
し
て
更
新
さ

れ
た
３
代
目
の
新
板
金
加
工
ラ

イ
ン
が
稼
働
し
て
い
る
。
さ
ら

な
る
進
化
の
余
地
を
残
す
と
は

い
え
、
か
つ
て
は
想
像
す
ら
で

き
な
か
っ
た
機
械
に
よ
る
自
動

化
で
の
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

を
実
現
し
た
も
の
だ
。
生
産
技

術
担
当
の
福
永
佑
吾
は
言
う
。

　「
技
術
者
の
大
き
な
役
割
は
、

作
業
効
率
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る

工
程
自
動
化
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。
現
場
で
腕
を
磨
い
て
き

た
技
能
者
に
は
、
彼
ら
に
し
か

で
き
な
い
作
業
に
専
心
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
機

械
で
置
き
換
え
ら
れ
る
部
分
を

ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
を
追
求

し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
ラ
イ
ン
を

開
発
し
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
大
き

な
サ
イ
ズ
の
パ
ネ
ル
加
工
や
、

板
金
以
外
の
工
程
に
も
自
動
化

技
術
を
応
用
展
開
し
て
い
ま
す
。

全
工
程
を
通
し
て
の
自
動
化
を

追
求
し
て
い
く
、
そ
れ
が
今
の

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
ん
な
自
動
化
の
一
例
が
、

３
次
元
の
設
計
デ
ー
タ
か
ら
そ

の
と
お
り
の
板
金
加
工
を
行

う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
標
準
仕

様
の
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、

個
々
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
基
本

的
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
品
の
側

面
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
ラ
イ
ン
で
は
そ
の
多
く

を
自
動
化
で
製
作
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
実
は
そ
の
実

現
に
は
、
府
中
工
場
な
ら
で
は

　〝
匠
の
技
〞
と
は
、
一
般
に
伝

統
工
芸
な
ど
を
中
心
に
耳
に
す

る
こ
と
が
多
い
言
葉
だ
。
し
か

し
、
そ
ん
な
思
い
込
み
に
反
し
、

現
実
に
多
く
の
匠
を
育
ん
で
き

た
の
は
、
工
場
の
生
産
現
場
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　「
技
能
者
一
人
ひ
と
り
が
持

つ
、
卓
越
し
た
〝
腕
〞
と
そ
の

〝
作
品
〞。
そ
こ
に
は
完
璧
や

終
わ
り
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
。

つ
ま
り
、
目
指
す
も
の
は
ど
こ

ま
で
も
高
く
な
っ
て
い
く
ん
で

す
」

　
府
中
工
場
で
20
年
以
上
の
経

験
を
持
つ
製
造
課
技
能
主
務
の

西
條
潤
一
は
そ
う
説
明
す
る
。

　「
そ
の
時
々
の
作
業
環
境
（
例

え
ば
気
温
）
や
１
０
０
０
分
の
１

㎜
以
下
の
鉄
板
の
厚
さ
の
バ
ラ

ツ
キ
で
製
品
の
仕
上
が
り
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
溶
接

で
は
、
見
た
目
に
ま
っ
た
く
差

が
な
い
よ
う
で
も
、
強
度
試
験

に
か
け
る
と
、
結
果
に
歴
然
と

し
た
違
い
が
出
る
も
の
な
の
で

す
。
Ｘ
線
や
非
破
壊
検
査
で
調

べ
て
み
て
、
は
じ
め
て
わ
か
る

よ
う
な
相
違
を
、
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
感
覚
で
現
実
の
も
の

に
で
き
る
の
が
〝
匠
〞
な
の
で

す
」

　
そ
れ
は
技
能
の
魅
力
に
憑
か

れ
始
め
た
製
造
課
の
相
島
貴
輝

も
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
社
内
の
技
術

競
技
会
な
ど
で
刺
激
を
受
け
、

努
力
し
て
身
に
つ
け
た
自
分
の

技
能
を
評
価
さ
れ
て
そ
れ
を
誇

ら
し
く
思
っ
た
り
し
て
き
ま
し

製造部
生産技術担当

福永 佑吾
ふくなが・ゆうご
2010年入社

製造部
生産技術担当 参事

古川 勇人
ふるかわ・はやと
1982年入社

製造部 製造課

相島 貴輝
あいじま・たかき
2012年入社

製造部 製造課 技能主務

西條 潤一
さいじょう・じゅんいち
1994年入社

技 能 者 の 作 業CRAFTSMEN'S OPERATION

技 術 者 の 作 業ENGINEERS' OPERATION

技能を活かす自動化の追求

ゴールのない “技能”を
磨き続ける
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　私は「人の手でできないものは機械
を使ってもできない」と考えています。
その点から言えば、技術を駆使した自
動化の推進と技能の追求は、もともと
同じ目標を見据えた同方向の動きなの
です。ただし、それぞれの課題は異な
ります。
　私たちのつくるエレベーターは、安
全・安心・快適に動いて当然というも
のです。そこをスタートラインとして
付加価値をつけていかなければならな
い、ある意味で非常にハードルの高い
ビジネス、そのためのモノづくりと言
えます。それは同じ方向を目指す技術
と技能が、それぞれの特性をより深化・
発展させていってこそ、初めて実現可
能になるものでしょう。技術の進歩で、
技能が自動化に置き換えられていくと
いった単純なものではありません。両
者は補完関係にあるのです。
　指示されたこと、決められたことを
正確・効率的に行えるのが機械の能力。
一方の人間は、自ら考えることで予想
以上のものをつくり出すことができま
す。例えば、技術の進歩によって拡大
する自動化可能な部分を随時採用し、
それによって生じた余裕を駆使して、
技能者がさらに高いレベルの可能性に
到達するというイメージです。そんな
双方の得意分野を十全に伸ばし、発揮
できるような環境づくりが、私たちマ
ネジメントの役割にほかなりません。
　3世代目のラインがフル稼働する現
在の府中は、現場レベルの両者のバラ
ンスが大変優れています。だからこそ、
技能継承の不安定要因などといった将
来のリスクの芽を摘み取り、解決策を
準備する─技術と技能の両輪を強化
する役割の重さを常に意識しています。

府中事業所全景（1940年に府中工場としてスタートし、
1999年に府中事業所に改称された）

かご室側板の部品溶接作業。
スポット溶接で仮止めを施したう
えで、アーク溶接で短時間に溶
接する熟練技能が必要だ。

の
利
点
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
生
産
技
術
担
当
参
事
の
古

川
勇
人
は
指
摘
す
る
。

　「
東
芝
の
各
事
業
・
研
究
開

発
部
門
が
集
結
し
た
府
中
の
メ

リ
ッ
ト
は
大
変
大
き
い
。
他
事

業
で
の
自
動
化
の
実
例
ば
か
り

か
、
ア
イ
デ
ア
や
試
行
錯
誤
に

つ
い
て
も
情
報
を
共
有
で
き
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
を

ト
ー
タ
ル
な
目
標
＝
効
率
化
実

現
に
向
け
活
用
し
て
い
く
た
め

に
は
、
私
た
ち
技
術
者
が
自
分

の
知
識
と
感
度
を
駆
使
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ラ
イ

ン
を
必
ず
も
っ
と
良
い
も
の
に

し
て
い
き
ま
す
よ
」

た
。
で
も
そ
れ
は
、
ほ
ん
の
ス

タ
ー
ト
地
点
で
し
か
な
か
っ
た

ん
で
す
。
技
能
と
言
え
る
だ
け

の
も
の
を
自
分
の
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
い
く
ら
時
間
を
か

け
て
も
、
た
だ
漫
然
と
作
業
し

て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
大
切

な
の
は
向
上
心
と
問
題
意
識
で

す
。
実
際
の
技
能
を
磨
く
の
は

大
前
提
で
す
が
、
そ
こ
に
自
分

な
り
の
工
夫
が
加
わ
ら
な
け
れ

ば
モ
ノ
に
な
り
ま
せ
ん
。『
ど

う
す
れ
ば
？
』
と
悩
み
な
が
ら

作
業
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、

初
め
て
力
が
つ
く
。
そ
こ
に

ゴ
ー
ル
な
ん
て
な
い
ん
で
す
」

技術者と技能者が支える
安全・安心・快適

府中工場 工場長
川崎 幹

かわさき・かん
1991年入社

　企
業
活
動
と
環
境
問
題
は
確
実
に
両
立

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

常
日
頃
か
ら
の
環
境
意
識
の
向
上
と
と
も

に
、
最
新
環
境
技
術
の
導
入
が
不
可
欠
だ
。

　例
え
ば
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
府
中
工
場

で
は
、
新
規
ラ
イ
ン
の
導
入
と
期
を
同
じ

く
し
て
、
従
来
の
溶
剤
塗
装
を
、
有
害
物

質
を
含
ま
な
い
方
法
に
転
換
。
い
ち
早
く

全
面
採
用
し
た
L
E
D
照
明
や
高
効
率
の

空
調
機
な
ど
に
よ
る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

低
減
な
ど
と
と
も
に
、
工
場
な
ら
で
は
の

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
球
環
境
を
守
る

モ
ノ
づ
く
り
環
境
保
全

c
o
l
u
m

n

出

荷

自動化ラインの両面テープ貼付
工程。エレベーターかご室側板
などに補強材や補強バーを固定
する際、以前は溶接を用いていた
が、この工程を両面テープで置
き換えることで効率化を図った。

パネル塗装
パネルに自動で
吹付塗装。

立会検査場
人が立ち会い、不備がないかを検査。

巻上機製造
１台１台入念な出荷検査。

ガイドレール製造
かご室を導く高精度
のレールを製造。

自動パネル加工ライン
平らな鉄板に穴を開ける、
曲げるなど加工。
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府
中
工
場
で
は
、
現
在
、
最

新
の
技
術
を
投
入
し
て
更
新
さ

れ
た
３
代
目
の
新
板
金
加
工
ラ

イ
ン
が
稼
働
し
て
い
る
。
さ
ら

な
る
進
化
の
余
地
を
残
す
と
は

い
え
、
か
つ
て
は
想
像
す
ら
で

き
な
か
っ
た
機
械
に
よ
る
自
動

化
で
の
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

を
実
現
し
た
も
の
だ
。
生
産
技

術
担
当
の
福
永
佑
吾
は
言
う
。

　「
技
術
者
の
大
き
な
役
割
は
、

作
業
効
率
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る

工
程
自
動
化
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。
現
場
で
腕
を
磨
い
て
き

た
技
能
者
に
は
、
彼
ら
に
し
か

で
き
な
い
作
業
に
専
心
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
機

械
で
置
き
換
え
ら
れ
る
部
分
を

ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
を
追
求

し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
ラ
イ
ン
を

開
発
し
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
大
き

な
サ
イ
ズ
の
パ
ネ
ル
加
工
や
、

板
金
以
外
の
工
程
に
も
自
動
化

技
術
を
応
用
展
開
し
て
い
ま
す
。

全
工
程
を
通
し
て
の
自
動
化
を

追
求
し
て
い
く
、
そ
れ
が
今
の

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
ん
な
自
動
化
の
一
例
が
、

３
次
元
の
設
計
デ
ー
タ
か
ら
そ

の
と
お
り
の
板
金
加
工
を
行

う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
標
準
仕

様
の
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、

個
々
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
基
本

的
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
品
の
側

面
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
ラ
イ
ン
で
は
そ
の
多
く

を
自
動
化
で
製
作
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
実
は
そ
の
実

現
に
は
、
府
中
工
場
な
ら
で
は

　〝
匠
の
技
〟
と
は
、
一
般
に
伝

統
工
芸
な
ど
を
中
心
に
耳
に
す

る
こ
と
が
多
い
言
葉
だ
。
し
か

し
、
そ
ん
な
思
い
込
み
に
反
し
、

現
実
に
多
く
の
匠
を
育
ん
で
き

た
の
は
、
工
場
の
生
産
現
場
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　「
技
能
者
一
人
ひ
と
り
が
持

つ
、
卓
越
し
た
〝
腕
〟
と
そ
の

〝
作
品
〟。
そ
こ
に
は
完
璧
や

終
わ
り
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
。

つ
ま
り
、
目
指
す
も
の
は
ど
こ

ま
で
も
高
く
な
っ
て
い
く
ん
で

す
」

　
府
中
工
場
で
20
年
以
上
の
経

験
を
持
つ
製
造
課
技
能
主
務
の

西
條
潤
一
は
そ
う
説
明
す
る
。

　「
そ
の
時
々
の
作
業
環
境
（
例

え
ば
気
温
）
や
１
０
０
０
分
の
１

㎜
以
下
の
鉄
板
の
厚
さ
の
バ
ラ

ツ
キ
で
製
品
の
仕
上
が
り
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
溶
接

で
は
、
見
た
目
に
ま
っ
た
く
差

が
な
い
よ
う
で
も
、
強
度
試
験

に
か
け
る
と
、
結
果
に
歴
然
と

し
た
違
い
が
出
る
も
の
な
の
で

す
。
Ｘ
線
や
非
破
壊
検
査
で
調

べ
て
み
て
、
は
じ
め
て
わ
か
る

よ
う
な
相
違
を
、
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
感
覚
で
現
実
の
も
の

に
で
き
る
の
が
〝
匠
〟
な
の
で

す
」

　
そ
れ
は
技
能
の
魅
力
に
憑
か

れ
始
め
た
製
造
課
の
相
島
貴
輝

も
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
社
内
の
技
術

競
技
会
な
ど
で
刺
激
を
受
け
、

努
力
し
て
身
に
つ
け
た
自
分
の

技
能
を
評
価
さ
れ
て
そ
れ
を
誇

ら
し
く
思
っ
た
り
し
て
き
ま
し

製造部
生産技術担当

福永 佑吾
ふくなが・ゆうご
2010年入社

製造部
生産技術担当 参事

古川 勇人
ふるかわ・はやと
1982年入社

製造部 製造課

相島 貴輝
あいじま・たかき
2012年入社

製造部 製造課 技能主務

西條 潤一
さいじょう・じゅんいち
1994年入社

技 能 者 の 作 業CRAFTSMEN'S OPERATION

技 術 者 の 作 業ENGINEERS' OPERATION

技能を活かす自動化の追求

ゴールのない “技能”を
磨き続ける
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❸

❷何
気
な
い
こ
の
ス
ペ
ー
ス
。
か
つ

て
は
金
町

̶

柴
又
間
を
運
行
す
る

人
車
鉄
道（
人
力
ト
ロ
ッ
コ
）の
線
路

が
通
っ
て
い
た
ん
で
す
っ
て
！

味
の
あ
る
お
店
が
軒
を
連
ね
る
参
道
を

ブ
ラ
リ
。
お
昼
過
ぎ
に
は
す
ご
い
人
出
に
。

❹

駅
の
近
く
に
千
数
百
年
前
の

時
代
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た

な
〜
。

古
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
町

　
今
回
の
集
合
場
所
は
京
成
金
町

線
柴
又
駅
前
。
江
戸
時
代
か
ら
帝
釈

天
を
中
心
に
栄
え
て
き
た
地
域
で
、

明
治
時
代
後
期
に
は
参
拝
客
の
た

め
に
金
町

̶

柴
又
間
の
人
車
鉄
道
が

開
通
し
た
そ
う
で
す
。

　
柴
又
八
幡
神
社
は
柴
又
の
地
名

の
由
来
が
わ
か
る
場
所
。
境
内
の
島

俣
塚
の
前
で
師
匠
が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。「
千
数
百
年
前
、
こ
の
辺

り
は
、
複
数
の
島
が
点
在
し
て
川

筋
が
何
股
か
に
分
か
れ
て
い
た
か

ら
島
俣
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

地
名
の
由
来
だ
よ
」
と
の
こ
と
。
現

在
の
社
殿
が
あ
る
場
所
に
は
古
代

の
有
力
者
の
古
墳
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
へ
〜
！

　
帝
釈
天
参
道
は
映
画
『
男
は
つ
ら

い
よ
』
で
も
お
な
じ
み
。
こ
こ
の

名
物
の
草
団
子
は
江
戸
時
代
に
参

拝
客
向
け
の
軽
食
と
し
て
つ
く
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
寅
さ
ん
が
産
湯
を

使
っ
た
（
？
）
井
戸
水
で
お
清
め
を

済
ま
せ
て
本
堂
に
お
参
り
を
。
さ
ら

に
入
場
料
４
０
０
円
を
払
っ
て
彫

刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
。
本
堂
外
陣
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
彫
刻
群
＆
閑
静

な
日
本
庭
園
を
見
学
で
き
る
の
で

す
が
、
入
場
料
の
元
が
取
れ
て
お

釣
り
が
く
る
ぐ
ら
い
見
応
え
が
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

音
風
景
で
江
戸
を
体
感

　
　
帝
釈
天
の
次
に
や
っ
て
き
た
の
は

第
6
回

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

❶
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❺
柴
又
帝
釈
天

❽
野
菊
の
墓
文
学
碑
／

　古
戦
場
跡

崖
の
上
に
行
く
と
、野
菊
の
墓
の
冒
頭

部
分
に
描
か
れ
た
ま
ま
の
景
色
が
見

え
ま
し
た
！

法
華
経
の
教
え
が
目
で

見
て
わ
か
る
よ
う
に

彫
刻
さ
れ
た
レ
リ
ー
フ
。

芸
が
細
か
い
！

❻
矢
切
の
渡
し

自
然
の
音
に
耳
を
傾
け
る
。

こ
う
い
う
の
ん
び
り
し
た
時
間
、

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

【
弐
】江
戸
時
代
に
は
河
川
改

修
に
よ
っ
て
、
利
根
川

の
流
れ
が
江
戸
川
に
合
流
し
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。

答
え

こ
の
辺
り
は
ネ
ギ

を
つ
く
っ
て
い
る

畑
が
多
い
み
た
い
。

❼
日
本
の
音
風
景
1
0
0
選

風
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
ま
す
！

面
白
～
い
。

江
戸
時
代
か
ら
地
元
の
人
に
親
し

ま
れ
て
き
た
井
戸
水
で
お
清
め
。

寅
さ
ん
が
産
湯
を
使
っ
た
井
戸
水

だ
と
か
。

柴
又
、矢
切
の
地
名

の
由
来
が
わ
か
っ
て
、

充
実
し
た
１
日

で
し
た
！

【
参
】矢
切
の
渡
し

の
舟
の
上
で

聞
こ
え
る
音
。
帝
釈

天
の
太
鼓
や
櫓
（
ろ
）

の
き
し
み
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
な
ど
、
こ
こ

で
し
か
味
わ
え
な
い

風
情
が
あ
り
ま
す
。

答
え

江
戸
川
の
河
川
敷
。
江
戸
時
代
か
ら

続
く
渡
し
場
、
矢
切
の
渡
し
で
す
。

舟
渡
し
が
残
る
の
は
都
内
で
こ
こ

だ
け
な
ん
だ
と
か
。「
現
在
も
人
力

で
運
航
し
て
い
る
の
で
と
っ
て
も

静
か
な
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
自
然
の
音

が
よ
く
聞
こ
え
る
か
ら
耳
を
澄
ま

せ
て
ご
ら
ん
」
と
師
匠
。
考
え
て
み

れ
ば
、
自
然
の
音
は
江
戸
時
代
と
変

わ
ら
な
い
は
ず
。
当
時
の
人
々
と
同

じ
音
風
景
を
体
感
で
き
た
と
思
う

と
、
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　
対
岸
の
千
葉
県
に
入
る
と
一
気

に
の
ど
か
な
雰
囲
気
に
。
広
い
畑

の
新
鮮
な
野
菜
の
か
た
わ
ら
に
は

こ
の
界
隈
を
舞
台
に
し
た
小
説
『
野

菊
の
墓
』
に
ち
な
ん
だ
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
大
合
戦
の
舞
台
に

な
っ
た
国こ

う
の
だ
い

府
台
の
崖
に
は
古
戦
場

跡
の
碑
が
。
こ
の
合
戦
の
戦
死
者
は

１
万
人
余
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
く
の
矢や

ぐ
い喰
村
庚こ

う
し
ん
づ
か

申
塚
の
解
説

板
に
は
、
弓
矢
を
使
っ
た
戦
は
こ
れ

き（
切
）り
に
し
た
い
と
い
う
地
元

の
方
の
願
い
が
矢
切
の
地
名
に
込

め
ら
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
地
名
に
歴
史
あ
り
で
す
ね
。

今
回
の
締
め
の
一
句

芳
賀

江
戸
川
の
春
ま
っ
す
ぐ
に
遠
い
音
　

堀
口

若
緑
風
賑
や
か
に
渡
し
舟

江
戸
川

坂
川

松
戸
街
道

野菊のこみち

北総線

矢切駅

6

5
3

2

4

柴又駅

1

14

【
壱
】柴
叉
の
ほ
う
で
す
。

「
又
」
は
「
再
び
＝

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」、「
叉
」
は
「
股

＝
ｃ
ｒ
ｏ
ｔ
ｃ
ｈ
」
と
い
う

意
味
だ
そ
う
で
す
。

答
え

❸
柴
又
八
幡
神
社

柴
又
と
言
え
ば
映
画

『
男
は
つ
ら
い
よ
』の

寅
さ
ん
！

　

師
匠
の
衣
装
も

レ
ト
ロ
で
す
。

❷
帝
釈
天
観
光
バ
ス   

 

専
用
駐
車
場

何
気
な
い
こ
の
ス
ペ
ー
ス
。
か
つ

て
は
金
町

—

柴
又
間
を
運
行
す
る

人
車
鉄
道（
人
力
ト
ロ
ッ
コ
）の
線
路

が
通
っ
て
い
た
ん
で
す
っ
て
！

味
の
あ
る
お
店
が
軒
を
連
ね
る
参
道
を

ブ
ラ
リ
。
お
昼
過
ぎ
に
は
す
ご
い
人
出
に
。

❹
帝
釈
天
参
道

駅
の
近
く
に
千
数
百
年
前
の

時
代
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た

な
～
。

柴
又
と
柴
叉
、
地
名
の
由
来
が
わ
か
る
表
記
は
ど
ち
ら
？

『
江
戸
名
所
図ず

え会
』に
江
戸
川
が
利
根
川
と
書
か
れ
て
い
た
わ
け
は
？

日
本
の
音
風
景
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
音
は
？

壱弐参

松戸市

千 葉 県

東 京 都

葛飾区

古
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
る
町

　
今
回
の
集
合
場
所
は
京
成
金
町

線
柴
又
駅
前
。
江
戸
時
代
か
ら
帝
釈

天
を
中
心
に
栄
え
て
き
た
地
域
で
、

明
治
時
代
後
期
に
は
参
拝
客
の
た

め
に
金
町

—

柴
又
間
の
人
車
鉄
道
が

開
通
し
た
そ
う
で
す
。

　
柴
又
八
幡
神
社
は
柴
又
の
地
名

の
由
来
が
わ
か
る
場
所
。
境
内
の
島

俣
塚
の
前
で
師
匠
が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。「
千
数
百
年
前
、
こ
の
辺

り
は
、
複
数
の
島
が
点
在
し
て
川

筋
が
何
股
か
に
分
か
れ
て
い
た
か

ら
島
俣
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

地
名
の
由
来
だ
よ
」
と
の
こ
と
。
現

在
の
社
殿
が
あ
る
場
所
に
は
古
代

の
有
力
者
の
古
墳
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
へ
～
！

　
帝
釈
天
参
道
は
映
画
『
男
は
つ
ら

い
よ
』
で
も
お
な
じ
み
。
こ
こ
の

名
物
の
草
団
子
は
江
戸
時
代
に
参

拝
客
向
け
の
軽
食
と
し
て
つ
く
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
寅
さ
ん
が
産
湯
を

使
っ
た
（
？
）
井
戸
水
で
お
清
め
を

済
ま
せ
て
本
堂
に
お
参
り
を
。
さ
ら

に
入
場
料
４
０
０
円
を
払
っ
て
彫

刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
。
本
堂
外
陣
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
彫
刻
群
＆
閑
静

な
日
本
庭
園
を
見
学
で
き
る
の
で

す
が
、
入
場
料
の
元
が
取
れ
て
お

釣
り
が
く
る
ぐ
ら
い
見
応
え
が
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

音
風
景
で
江
戸
を
体
感

　
　
帝
釈
天
の
次
に
や
っ
て
き
た
の
は

柴

又
・

矢

切

周

辺

第
6
回

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

❶
柴
又
駅

柴
又
街
道

鶯庵 やぶ忠●

昔
は
こ
の
付
近
で
、

こ
ん
に
ゃ
く
芋
が

た
く
さ
ん
収
穫

で
き
た
と
か
。

京
成

金
町

線



イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
空
手
と

　
現
在
、
新
潟
県
十
日
町
市
に
建
築
設
計
事
務
所
を
持
つ
カ
ー

ル
・
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
は
、
１
９
４
２
年
ベ
ル
リ
ン
に
生
ま
れ
た
。

ベ
ン
ク
ス
さ
ん
が
生
ま
れ
る
一
カ
月
前
に
、
彼
の
父
親
は
亡
く

な
っ
て
い
る
。
父
は
大
の
日
本
通
で
、
多
く
の
日
本
に
関
す
る

本
を
所
蔵
し
、
浮
世
絵
・
印
籠
・
根ね

つ
け付
な
ど
の
コ
レ
ク
タ
ー
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
ベ
ン
ク
ス
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
も
と
よ
り
日
本
は
親
し
い
国
だ
っ
た
。

　
初
来
日
の
理
由
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
西
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
イ
ン

テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
勤
め
て
い
た
彼
は
、
あ
る
日
、

テ
レ
ビ
で
見
た
空
手
の
番
組
に
釘
づ
け
に
な
っ
た
。
何
て
か
っ

こ
い
い
ん
だ
ろ
う
。
柔
道
は
小
さ
い
頃
に
習
っ
た
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
空
手
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
パ
リ
に
空
手
を
教
え

る
日
本
人
が
い
る
と
聞
く
と
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、

会
社
を
辞
め
て
単
身
パ
リ
へ
と
向
か
っ
た
。
21
歳
の
時
で
あ
る
。

　「
う
れ
し
い
こ
と
に
、
空
手
の
先
生
の
望
月
稔み

の
る

師
は
、
私
の

弟
子
入
り
を
快
く
認
め
て
く
れ
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

Karl Bengs●1942年ベルリン生まれ。
幼い頃から日本文化に関心を抱く。来日
後、日本家屋をドイツに移築する仕事を
始める。1993年新潟県十日町市竹所（たけ
ところ）で古民家を購入、改築して自宅とす
る。1998年カールベンクスアンドアソシ
エイトを設立し、古民家再生に取り組む。
その功績で平成28年度ふるさとづくり
大賞内閣総理大臣賞を受賞。

ベンクスさんが1970年前後に手がけていた展示会のインテリア。
ベルリンの街並み

職
人
技
が
残
る
古
民
家
に

再
び
息
を
吹
き
込
む

カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
さ
ん

建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー

❸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

　ベ

ル

リ

ン

編

ベ
ル
リ
ン
の
街
並
み

◉
面
積
：
約
８
９
２
㎢

◉
地
理
： 

ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
に
あ
る
16
州
の

１
つ
で
、
ド
イ
ツ
北
東

部
に
位
置
す
る
。
地
形

は
平
坦
で
高
い
山
は

な
く
、
都
市
部
周
辺
に

は
森
林
が
広
が
っ
て

い
る
。

◉
言
語
：
ド
イ
ツ
語

◉
歴
史
： 

ベ
ル
リ
ン
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
、

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の

建
国
に
伴
い
東
ベ
ル
リ

ン
と
西
ベ
ル
リ
ン
に
分

断
さ
れ
た
。
１
９
６
１

年
に
は
東
と
西
の
間
に

強
固
な
壁
が
つ
く
ら
れ

た
が
、
１
９
８
９
年
に

壁
が
崩
壊
、
翌
年
東
ベ

ル
リ
ン
が
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
に
組
み
込
ま
れ

る
形
で
ベ
ル
リ
ン
は
１

つ
に
統
一
さ
れ
た
。

ベ ル リ ン ／ 基 礎 デ ー タ
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ら
道
場
に
通
い
、
空
手
家
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
」

　
や
が
て
「
強
く
な
る
に
は
日
本
で
修
業
を
し
な
く
て
は
」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
は
お
金
を
貯
め
、

１
９
６
６
年
に
日
本
を
訪
れ
た
の
だ
っ
た
。
幸
い
、
友
人
の

お
か
げ
で
日
本
大
学
空
手
部
の
道
場
に
通
わ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、在
日
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
の
紹
介
で
、

晴
海
の
国
際
見
本
市
会
場
や
大
阪
万
博
ド
イ
ツ
館
な
ど
で
イ

ン
テ
リ
ア
関
係
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第
に
そ

ち
ら
が
忙
し
く
な
っ
た
。

古
民
家
、
職
人
技
と
の
出
会
い

　
１
９
７
２
年
、
い
っ
た
ん
ド
イ
ツ
に
帰
国
し
た
ベ
ン
ク
ス
さ

ん
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
居
を
構
え
る
と
、
以
前
か
ら
考

え
て
い
た
日
本
家
屋
を
移
築
す
る
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
あ
る
時
、
古
民
家
の
移
築
を
依
頼
さ
れ
た
ベ
ン
ク
ス
さ
ん

は
、
新
潟
で
今
に
も
倒
壊
し
そ
う
な
物
件
と
出
会
っ
た
。
な
か

に
入
っ
て
み
る
と
、
基
礎
と
素
材
は
素
晴
ら
し
く
、
一
遍
で
気

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
折
り
合
い

は
つ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
は
自
分
の
た
め
に
そ
の
家
を

購
入
し
、
職
人
の
手
を
借
り
て
大
幅
な
改
築
を
行
っ
た
。

　「
日
本
の
古
民
家
は
、
職
人
の
技
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
職
人
は
木
が
持
っ
て
い
る
性
質
を
う
ま
く
利
用
し
て
、

地
震
に
も
強
い
家
を
見
事
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
ん
で
す
」

　
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
は
自
宅
の
改
築
か
ら
古
民
家
の
よ
さ
に
開
眼

し
、
以
後
軸
足
を
新
潟
に
定
め
て
古
民
家
再
生
の
仕
事
に
傾
注

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
古
民
家
が
そ
の
ま
ま
使
え

る
わ
け
で
は
な
い
。「
現
代
に
合
わ
せ
て
古
い
も
の
と
新
し
い

も
の
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
改
修
が
大
切
だ
」
と
言
う
。

　
し
か
し
、
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
単

な
る
古
民
家
改
修
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
古
民
家
改
築
を

通
し
て
、
彼
の
住
む
新
潟
県
十
日
町
市
竹
所
全
体
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
集
落
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
熱
心
に
進
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
古
民
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
改
築
し
、

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
来
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

を
手
が
け
て
き
た
。

　
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
の
試
み
が
、
今
後
こ
の
町
の
姿
を
ど
う
変
え

て
い
く
の
か
、
10
年
後
、
20
年
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

ド

イ

ツ

と

日
本
の
都
市
は

こ
こ
が

　
う
！

　
ベ
ル
リ
ン
で
は
戦
後
、
古
い
建
物
を
守

る
法
律
が
で
き
、
築
百
年
以
上
の
建
物
は

許
可
な
く
壊
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
伝
統
的
建
築
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
建
物
の
外

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
パ
タ
ー
ノ
ス
タ
ー
と
い
う
旧

式
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
２

人
乗
り
の
小
さ
な
箱
が
、
上
下
方
向
に
常

に
動
い
て
い
て
、
利
用
者
は
そ
こ
に
飛
び

乗
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
危
な
い
と

い
う
理
由
で
廃
止
が
決
ま
り
、
新
た
に
つ

く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
も
市
役

所
や
大
学
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
高
層
ビ
ル
で
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
日
本
の

よ
う
に
は
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
部
の
建
物
で
パ
タ
ー
ノ
ス
タ
ー

が
現
在
も
稼
働
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
パ
タ
ー
ノ

ス
タ
ー
の
世
界
一
の
保
有
国
だ
。

©Ludek
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イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
空
手
と

　
現
在
、
新
潟
県
十
日
町
市
に
建
築
設
計
事
務
所
を
持
つ
カ
ー

ル
・
ベ
ン
ク
ス
さ
ん
は
、
１
９
４
２
年
ベ
ル
リ
ン
に
生
ま
れ
た
。

ベ
ン
ク
ス
さ
ん
が
生
ま
れ
る
一
カ
月
前
に
、
彼
の
父
親
は
亡
く

な
っ
て
い
る
。
父
は
大
の
日
本
通
で
、
多
く
の
日
本
に
関
す
る

本
を
所
蔵
し
、
浮
世
絵
・
印
籠
・
根ね

つ
け付
な
ど
の
コ
レ
ク
タ
ー
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
ベ
ン
ク
ス
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
も
と
よ
り
日
本
は
親
し
い
国
だ
っ
た
。

　
初
来
日
の
理
由
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
西
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
イ
ン

テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
勤
め
て
い
た
彼
は
、
あ
る
日
、

テ
レ
ビ
で
見
た
空
手
の
番
組
に
釘
づ
け
に
な
っ
た
。
何
て
か
っ

こ
い
い
ん
だ
ろ
う
。
柔
道
は
小
さ
い
頃
に
習
っ
た
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
空
手
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
パ
リ
に
空
手
を
教
え

る
日
本
人
が
い
る
と
聞
く
と
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、

会
社
を
辞
め
て
単
身
パ
リ
へ
と
向
か
っ
た
。
21
歳
の
時
で
あ
る
。

　「
う
れ
し
い
こ
と
に
、
空
手
の
先
生
の
望
月
稔み

の
る

師
は
、
私
の

弟
子
入
り
を
快
く
認
め
て
く
れ
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

Karl Bengs●1942年ベルリン生まれ。
幼い頃から日本文化に関心を抱く。来日
後、日本家屋をドイツに移築する仕事を
始める。1993年新潟県十日町市竹所（たけ
ところ）で古民家を購入、改築して自宅とす
る。1998年カールベンクスアンドアソシ
エイトを設立し、古民家再生に取り組む。
その功績で平成28年度ふるさとづくり
大賞内閣総理大臣賞を受賞。

ベンクスさんが1970年前後に手がけていた展示会のインテリア。
ベルリンの街並み

職
人
技
が
残
る
古
民
家
に

再
び
息
を
吹
き
込
む

カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
さ
ん

建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー

❸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

　ベ

ル

リ

ン

編

ベ
ル
リ
ン
の
街
並
み

◉
面
積
：
約
８
９
２
㎢

◉
地
理
：	

ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
に
あ
る
16
州
の

１
つ
で
、
ド
イ
ツ
北
東

部
に
位
置
す
る
。
地
形

は
平
坦
で
高
い
山
は

な
く
、
都
市
部
周
辺
に

は
森
林
が
広
が
っ
て

い
る
。

◉
言
語
：
ド
イ
ツ
語

◉
歴
史
：	

ベ
ル
リ
ン
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
、

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の

建
国
に
伴
い
東
ベ
ル
リ

ン
と
西
ベ
ル
リ
ン
に
分

断
さ
れ
た
。
１
９
６
１

年
に
は
東
と
西
の
間
に

強
固
な
壁
が
つ
く
ら
れ

た
が
、
１
９
８
９
年
に

壁
が
崩
壊
、
翌
年
東
ベ

ル
リ
ン
が
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
に
組
み
込
ま
れ

る
形
で
ベ
ル
リ
ン
は
１

つ
に
統
一
さ
れ
た
。

ベ ル リ ン ／ 基 礎 デ ー タ



内
川
地
区
へ
の
熱
い
思
い
が

伝
わ
る
マ
ッ
プ

　「
日
本
の
ベ
ニ
ス
」
と
言
わ
れ
る
内
川

地
区
の
景
観
を
ひ
た
む
き
に
愛
し
、
辛
抱

強
く
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
富
山
県
庁
に
お
勤

め
の
宮
崎
一
郎
さ
ん
。
そ
し
て
、
東
京

か
ら
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
明
石
博

之
さ
ん
・
あ
お
い
さ
ん
ご
夫
妻
。
こ
の

３
人
の
出
会
い
は
、
１
枚
の
マ
ッ
プ
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
こ
の
地
図
、
す
ご
い
。
空
き
家
ま
で

全
部
の
家
が
描
い
て
あ
る
」

　
い
ち
早
く
、
マ
ッ
プ
「
新
湊
内
川 

ま

ち
歩
き
絵
図
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ

い
た
の
が
、
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
る

あ
お
い
さ
ん
。
２
０
１
０
年
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
製
作
し
た

人
こ
そ
、
宮
崎
さ
ん
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
宮
崎
さ
ん
は
二
十
数
年
前
か
ら
足
し

げ
く
内
川
地
区
に
通
い
、
地
元
の
人
た
ち

に
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
歩
い
た
。

一
方
、
対
外
的
に
は
映
画
の
ロ
ケ
地
と

し
て
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
実
践
。

　
一
軒
一
軒
の
家
の
形
ま
で
丁
寧
に
描

き
、
知
り
た
い
情
報
を
吹
き
出
し
で
書
き

込
ん
だ
マ
ッ
プ
づ
く
り
も
、
そ
の
活
動
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

一
軒
の
家
が
移
住
の
き
っ
か
け

　「
す
ご
い
！
」
と
叫
ん
だ
あ
お
い
さ
ん

の
言
葉
に
つ
ら
れ
、
マ
ッ
プ
を
覗
き
込
ん

だ
博
之
さ
ん
は
、
あ
る
一
軒
の
家
に
心

を
奪
わ
れ
た
。「
空
き
家
と
書
い
て
あ
る
、

こ
の
六
角
形
の
家
、
す
ご
い
気
に
な
る
」

と
そ
の
日
の
う
ち
に
室
内
を
見
学
。
案
内

人
か
ら
壊
さ
れ
る
ら
し
い
と
い
う
話
を

聞
く
や
「
俺
、
こ
こ
で
カ
フ
ェ
や
る
わ
」

と
呟
い
て
い
た
と
い
う
。

１
つ
ず
つ〝
場
〞を
つ
く
り
、

「
日
本
の
ベ
ニ
ス
」を
再
生

◉人口：約9万4000人
◉面積：109.43㎢
◉概要： 富山県の西部に位置し、富山市、高岡市と隣接する。 
 2005年、射水郡の4町村と新湊市との合併により発足
◉特徴：日本海に面するエリアは古くから漁業が盛ん。なかでも

内川地区は、江戸時代に北前船の寄港地として海運で栄
え、その美しい景観は「日本のベニス」と称される

◉特産品：白エビ、ホタルイカ、紅ズワイガニなど

射
水
市
と
高
岡
市
を
結
ぶ

万
葉
線
で
は
、
不
定
期
で

「
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
」
が

走
っ
て
い
る
。
作
者
の
藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
氏
が
高
岡

市
出
身
だ
っ
た
こ
と
に
ち

な
ん
だ
取
り
組
み
で
、
漫

画
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
は
宮
崎
一
郎
さ
ん
ら
が

発
案
し
た
。
車
両
の
ベ
ー

ス
カ
ラ
ー
は
青
で
、
窓
に

は
ド
ラ
え
も
ん
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
線
画
が
描
か
れ

て
い
る
。

射水市
内川地区

富 山 県

移
住
し
た
人
は
、
地
元
の
仲
間

に
入
れ
て
い
た
だ
く
と
い
う

意
識
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
！

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

代
表
取
締
役

明
石 

あ
お
い
さ
ん 

あ
か
し
・
あ
お
い

自
分
自
身
の
直
感
を
信
じ
て
、

一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
か
な
。

株
式
会
社
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
企
画

代
表
取
締
役

明
石 

博
之
さ
ん 

あ
か
し
・
ひ
ろ
ゆ
き

第13回

富
山
県
射い

み

ず水
市 

内
川
地
区

ま
ち
づ
く
り
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
か
ら
、
地
道
に
や
り
続
け

る
こ
と
が
大
事
。

富
山
県
観
光
・
交
通
・
地
域
振
興
局

地
域
振
興
課 

課
長

み
や
ざ
き
・
い
ち
ろ
う

宮
崎 

一
郎
さ
ん

射
水
市
っ

て
こ
ん
な

と
こ
ろ

今回の
キーパーソ

ン

万葉線の発着地の高岡市では、鋳物の町・
金屋町の千本格子が見所。写真は、立ち
寄りスポットの大寺幸八郎商店の皆さん。
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ま
ち
づ
く
り
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
た
博
之
さ
ん
は
、
カ
フ
ェ
経
営
の

経
験
な
ど
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
が
、

２
０
１
３
年
に
は
、
カ
フ
ェ
「
ｕ
ｃ
ｈ

ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ 

六
角
堂
」
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
。

　
一
方
、
富
山
県
が
ふ
る
さ
と
の
あ
お

い
さ
ん
は
、
情
報
誌
『
ｉ
ｔ
ｏ
ｎ
ａ 

第

１
号 

女
子
13
人
分
の
富
山
』
で
編
集

長
兼
内
川
地
区
を
担
当
。
き
め
細
か
な

取
材
を
繰
り
返
し
、
執
筆
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
情
報
誌
を
見
た
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水

辺
の
ま
ち
新
湊
か
ら
の
依
頼
で
、
情
報

誌
『
内
川
さ
ん
ぽ
』
を
製
作
。
ど
の

ペ
ー
ジ
を
見
て
も
、
あ
お
い
さ
ん
の
内

川
地
区
に
対
す
る
愛
情
が
溢
れ
て
い
る

１
冊
が
完
成
し
た
。

さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
へ

　「
２
冊
の
取
材
を
通
じ
て
、
大
好
き
な

町
並
み
が
少
し
ず
つ
失
わ
れ
て
い
く
の

を
実
感
し
ま
し
た
。
た
だ
見
て
い
る
の

が
悲
し
く
て
、
何
か
お
手
伝
い
が
し
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
い
う
、
あ
お

い
さ
ん
の
思
い
も
あ
り
、
２
０
１
６
年
、

明
石
さ
ん
ご
夫
妻
は
内
川
地
区
に
移
住

し
た
。

　
そ
し
て
博
之
さ
ん
は
、
内
川
地
区
の

美
し
さ
を
愛
し
、
守
ろ
う
と
思
う
仲
間

が
集
え
る
〝
場
〟
づ
く
り
を
開
始
。

町
家
オ
フ
ィ
ス
「m

a.ba.lab.

」、
レ
ン

タ
ル
着
物
が
楽
し
め
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」

な
ど
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
今
年
は
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
２
軒
と
、
ア
メ
リ
カ
人
が
経

営
す
る
バ
ー
も
手
が
け
る
予
定
だ
。

　「
１
軒
、
２
軒
で
は
何
も
動
か
な
い

け
れ
ど
、
３
軒
に
な
る
と
仲
間
も
増
え
、

町
に
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
ち
づ

く
り
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
た
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
語
る
博
之
さ
ん
。

　「
古
い
家
に
住
む
人
、
古
い
家
を
建
て

替
え
る
人
。
ど
ち
ら
も
こ
の
町
の
一
員

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
ん
な
方
々

の
思
い
も
大
切
に
し
な
が
ら
進
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

深
い
思
い
を
語
る
あ
お
い
さ
ん
。

　
そ
ん
な
明
石
さ
ん
ご
夫
妻
の
活
躍
に

「
内
川
地
区
は
、
も
う
、
こ
の
お
二
人

が
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
」
と
語
る
宮
崎

さ
ん
は
、
現
在
、
高
岡
市
全
体
を
伝
統

工
芸
の
町
と
し
て
全
国
に
発
信
。
工
芸

体
験
の
で
き
る
町
を
目
指
し
て
、
今
日

も
走
り
回
っ
て
い
る
。

藻谷浩介の
ここがポイント !

奇
跡
の
偶
然
で
残
さ
れ
て
き
た
内
川
の
町
並
み
。
文
化
財
で
も
有

名
観
光
地
で
も
な
い
け
れ
ど
、
日
本
屈
指
に
い
と
お
し
く
美
し
い

水
辺
空
間
で
す
。
そ
の
価
値
に
気
づ
い
た
県
職
員
と
一
部
地
元
民

の
思
い
に
移
住
の
ご
夫
婦
が
応
え
、
保
全
と
活
用
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
。
あ
な
た
も
こ
の
素
敵
な
展
開
を
目
撃
し
ま
せ
ん
か
？

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問

し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・

出
演
・
寄
稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超

え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な

や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

内川地区を「日本のベニス」と初めて呼んだのは藻谷浩介さん。
東（あずま）橋の上からの風景が最高。

2016 年7月にオープンした貸衣装屋「K I P PO」。
「六角堂」の雰囲気を気に入ったオーナーが博之さ
んに町家改修のプロデュースを依頼。

博之さんが経営する
カフェ「uch i kawa 
六角堂」。カフェで働く
若者4人のうち、3人
が県外からの移住者。

空き家を改修して2016年4月に完成した「ma.ba.lab.」
は、明石さんご夫妻のオフィス。空き家相談も受付中。 

内川から少し内陸側にある老舗食堂
「スパロー」。 店の一押しメニュー
「カレー中華」は、地元出身の落語家、
立川志の輔師匠の思い出の味だとか。

宮崎さんが中心となって製作
された「新湊内川 まち歩き絵図」。
現在は別エリアも加わり4枚セットに。

内川地区の代表的な建物・
旧渡辺邸を改修し、2016
年10月にオープンした「番
屋カフェ」。映画『人生の
約束』『RAILWAYS』のロ
ケ地に。その誘致には宮
崎さんが尽力。

2016年9月にオープン
した工房「Glass Beads 
Factory 蜻蛉（トンボ）玉」。
NPO法人水辺のまち新
湊のスタッフらの働きか
けで実現。改修前はガ
レージ。

二口紀代人さんが専務理事を務
めるNPO法人水辺のまち新湊が
運営する移住希望者向け滞在施設。

宿泊料は
1泊 1人
1000円

です。
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内
川
地
区
へ
の
熱
い
思
い
が

伝
わ
る
マ
ッ
プ

　「
日
本
の
ベ
ニ
ス
」
と
言
わ
れ
る
内
川

地
区
の
景
観
を
ひ
た
む
き
に
愛
し
、
辛
抱

強
く
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
富
山
県
庁
に
お
勤

め
の
宮
崎
一
郎
さ
ん
。
そ
し
て
、
東
京

か
ら
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
明
石
博

之
さ
ん
・
あ
お
い
さ
ん
ご
夫
妻
。
こ
の

３
人
の
出
会
い
は
、
１
枚
の
マ
ッ
プ
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
こ
の
地
図
、
す
ご
い
。
空
き
家
ま
で

全
部
の
家
が
描
い
て
あ
る
」

　
い
ち
早
く
、
マ
ッ
プ
「
新
湊
内
川 

ま

ち
歩
き
絵
図
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ

い
た
の
が
、
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
る

あ
お
い
さ
ん
。
２
０
１
０
年
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
製
作
し
た

人
こ
そ
、
宮
崎
さ
ん
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
宮
崎
さ
ん
は
二
十
数
年
前
か
ら
足
し

げ
く
内
川
地
区
に
通
い
、
地
元
の
人
た
ち

に
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
歩
い
た
。

一
方
、
対
外
的
に
は
映
画
の
ロ
ケ
地
と

し
て
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
実
践
。

　
一
軒
一
軒
の
家
の
形
ま
で
丁
寧
に
描

き
、
知
り
た
い
情
報
を
吹
き
出
し
で
書
き

込
ん
だ
マ
ッ
プ
づ
く
り
も
、
そ
の
活
動
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

一
軒
の
家
が
移
住
の
き
っ
か
け

　「
す
ご
い
！
」
と
叫
ん
だ
あ
お
い
さ
ん

の
言
葉
に
つ
ら
れ
、
マ
ッ
プ
を
覗
き
込
ん

だ
博
之
さ
ん
は
、
あ
る
一
軒
の
家
に
心

を
奪
わ
れ
た
。「
空
き
家
と
書
い
て
あ
る
、

こ
の
六
角
形
の
家
、
す
ご
い
気
に
な
る
」

と
そ
の
日
の
う
ち
に
室
内
を
見
学
。
案
内

人
か
ら
壊
さ
れ
る
ら
し
い
と
い
う
話
を

聞
く
や
「
俺
、
こ
こ
で
カ
フ
ェ
や
る
わ
」

と
呟
い
て
い
た
と
い
う
。

１
つ
ず
つ〝
場
〟を
つ
く
り
、

「
日
本
の
ベ
ニ
ス
」を
再
生

◉人口：約9万4000人
◉面積：109.43㎢
◉概要：	富山県の西部に位置し、富山市、高岡市と隣接する。	
	 2005年、射水郡の4町村と新湊市との合併により発足
◉特徴：日本海に面するエリアは古くから漁業が盛ん。なかでも

内川地区は、江戸時代に北前船の寄港地として海運で栄
え、その美しい景観は「日本のベニス」と称される

◉特産品：白エビ、ホタルイカ、紅ズワイガニなど

射
水
市
と
高
岡
市
を
結
ぶ

万
葉
線
で
は
、
不
定
期
で

「
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
」
が

走
っ
て
い
る
。
作
者
の
藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
氏
が
高
岡

市
出
身
だ
っ
た
こ
と
に
ち

な
ん
だ
取
り
組
み
で
、
漫

画
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
は
宮
崎
一
郎
さ
ん
ら
が

発
案
し
た
。
車
両
の
ベ
ー

ス
カ
ラ
ー
は
青
で
、
窓
に

は
ド
ラ
え
も
ん
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
線
画
が
描
か
れ

て
い
る
。

射水市
内川地区

富 山 県

移
住
し
た
人
は
、
地
元
の
仲
間

に
入
れ
て
い
た
だ
く
と
い
う

意
識
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
！

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン

代
表
取
締
役

明
石 

あ
お
い
さ
ん 

あ
か
し
・
あ
お
い

自
分
自
身
の
直
感
を
信
じ
て
、

一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
か
な
。

株
式
会
社
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
企
画

代
表
取
締
役

明
石 

博
之
さ
ん 

あ
か
し
・
ひ
ろ
ゆ
き

第13回

富
山
県
射い

み

ず水
市 

内
川
地
区

ま
ち
づ
く
り
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
か
ら
、
地
道
に
や
り
続
け

る
こ
と
が
大
事
。

富
山
県
観
光
・
交
通
・
地
域
振
興
局

地
域
振
興
課 

課
長

み
や
ざ
き
・
い
ち
ろ
う

宮
崎 

一
郎
さ
ん

射
水
市
っ

て
こ
ん
な

と
こ
ろ

今回の
キーパーソ

ン

万葉線の発着地の高岡市では、鋳物の町・
金屋町の千本格子が見所。写真は、立ち
寄りスポットの大寺幸八郎商店の皆さん。
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高岡銅器の歴史……慶長16（1611）年、加賀藩主・前田利長が 7名の鋳物師（いもじ）を現在の高岡市金屋町（かなやまち）に招き、商工業の町としたことから始まりました。

「TSUBAKI」
テーブルウェア

富山県高岡市

ク
ラ
ー
ソ
ン
・
コ
イ
ヴ
ィ
ス
ト
・
ル
ー
ネ

1
9
9
5
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
設
立
さ
れ
た
建
築
・
デ

ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
。
建
築
と
デ
ザ
イ
ン
に
等
し
く
重
き
を
置
く
複
合
的
な
活
動
を

展
開
し
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
世
界
中
の
80
以
上
の
企
業
に
デ
ザ
イ
ン

を
提
供
し
て
お
り
、
受
賞
も
60
以
上
に
上
る
。

伝
統
と
は
革
新
し
続
け
る
こ
と
。
そ
れ
を
実

践
し
て
い
る
鋳
物
メ
ー
カ
ー
・
能
作
は
、

２
０
０
７
年
、
経
済
産
業
省
か
ら
地
域
資

源
産
業
活
用
事
業
計
画
第
１
号
に
認
定
さ
れ
、
そ
れ

を
機
に
販
路
を
拡
大
。
海
外
に
も
直
営
店
を
出
店
す

る
な
ど
、
国
内
外
で
人
気
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
活
動
が
き
っ
か
け
で
、
伝
統
に
根
ざ

し
た
技
術
を
国
内
外
に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
担
当
者
か
ら
「
ク

ラ
ー
ソ
ン
・
コ
イ
ヴ
ィ
ス
ト
・
ル
ー
ネ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
提
案

を
さ
れ
た
。

　「
錫
と
い
う
柔
ら
か
く
、
曲
が
り
や
す
い
素
材
を
見

て
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
る

の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
」
と
い
う
能
作
克か

つ
じ治

社
長
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
や
〝
重
ね
る
〟
と
い
う

画
期
的
な
発
想
の
面
白
さ
に
魅
力
を
感
じ
た
。
し
か

し
、
一
番
外
側
の
皿
の
直
径
が
29
㎝
と
ビ
ッ
グ
サ
イ

ズ
だ
っ
た
こ
と
に
は
驚
愕
し
た
と
い
う
。

　「
で
き
な
い
」
と
言
う
こ
と
が
大
嫌
い
な
能
作
社
長

は
、
日
本
で
は
、
あ
ま
り
使
用
し
な
い
ビ
ッ
グ
サ
イ

ズ
の
皿
づ
く
り
に
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
半
年
間
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
要
求
に
応

え
る
逸
品
に
仕
上
げ
た
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
能
作
社
長
は
「
海
外
に
シ
ェ
ア

を
広
げ
る
に
は
、
そ
の
国
の
文
化
や
風
習
、
習
慣
を

捉
え
て
商
品
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ

の
国
の
〝
当
た
り
前
〟
を
一
つ
で
も
多
く
知
る
こ
と

が
重
要
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た

と
い
う
。

　
そ
ん
な
能
作
社
長
の
次
な
る
目
標
は
、「
共
に
造
る
、

共
に
思
う
」
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
み
、
錫
器
を

ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
高
岡
市
全
体
を
鋳
物
の
町
と
し
て
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、全
世
界
に
広
め
る
こ
と
だ
と
い
う
。

第１回ク
ラ
ー
ソ
ン・

コ
イ
ヴ
ィ
ス
ト・

ル
ー
ネ の

う
さ
く

C
L

A
E

SSO
N

 K
O

IV
IST

O
 R

U
N

E

能 

作
　
1
9
1
6
年
、
富
山
県
高
岡
市
に
て
仏
具
を
中
心
と
し
た
銅
合
金
鋳
物
を
製
造
開
始
。
以
後
、
鋳

物
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
伝
統
的
な
技
を
守
り
な
が
ら
、
錫
（
す
ず
）
を
1
0
0
％
使
用
し
た
商
品

を
生
み
出
す
。
2
0
1
7
年
4
月
に
は
、
年
間
5
万
人
の
見
学
者
を
受
け
入
れ
る
、
産
業
観
光
に

力
を
入
れ
た
新
社
屋
が
オ
ー
プ
ン
。
鋳
物
製
作
体
験
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
限
定
品
も
取
り
揃
え

る
シ
ョ
ッ
プ
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
は
、
地
元
の
人
に
も
大
人
気
。
　

今
回
の

逸

品

大きさの違う皿を5枚重ねることで、椿の花をイメージさせた画期的なデザイン。
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